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山
口
県
下
14
商
工
会
議
所
の
要
望
を

取
り
ま
と
め
た
行
政
等
へ
の
要
望
を
、

曽
我
県
連
会
頭
を
は
じ
め
10
名
の
県
内

商
工
会
議
所
会
頭
が
村
岡
山
口
県
知
事

に
対
し
提
出
し
、
要
望
内
容
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

　
当
所
か
ら
は
赤
坂
会
頭
が
出
席
し
、

昨
年
に
引
き
続
き
『
県
道
徳
山
新
南
陽

線
の
拡
張
・
ア
ク
セ
ス
道
の
整
備
に
つ

い
て
』
要
望
し
た
。

日本商工会議所・新南陽商工会議所 主催

第174回 簿記検定試験のご案内

申
込
期
間

受 験 料　 1級…8,800円　2級…5,500円　3級…3,300円
実 施 日　 令和8年 11月15日（日）

 【窓        口】  9/28月 9：00 ▶ 10/19月 17：00
    　　　　     ※平日（月～金） のみ受付 

 【インターネット】  9/28月 10：00 ▶ 10/14水 23：59
    　　　　     ※インターネット申込は別途手数料（660円）が
　　　　　      かかります
    　　　　     ※受験料納付期限（インターネット申込の方）：
　　　　　      10/16金 23：59まで

ご相談・お問い合わせは  教育ローンコールセンター
月～金 9：00 ～ 19：00受付時間

※土曜日、日曜日、祝日、年末年始（12月31日〜1月3日）
はご利用いただけません。ナビダイヤルがご利用いただけ
ない場合等は、03-5321-8656におかけください。

お子さま
１人あたり

万円
以内350

ご融資額
あなたの“未 来”応 援します。

ご入学前のまとまった
費用の準備が可能

固定金利
長期返済が可能

40年以上の取扱実績

　

新
南
陽
商
工
会
議
所
定
款
第
33

条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
新

監
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
当
商
工
会
議
所
定
款
34
条
（
役

員
の
任
期
）
に
基
づ
き
令
和
10
年

10
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

〔
新
監
事
〕

  

●
吉
村
和
哉
税
理
士
事
務
所

　
　

代
表
者
　
吉
村
　
和
哉 

氏

　
新
南
陽
商
工
会
議
所
定
款
第
35

条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
２
号

議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

当
商
工
会
議
所
定
款
第
36
条
第
４
項

（
議
員
の
任
期
）
に
基
づ
き
令
和

10
年
10
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

〔
２
号
議
員
〕

  
●
河
村
税
理
士
事
務
所

　
　
　
　
　

　
河
村
　
孝
文 

氏

新
監
事
ご
紹
介

新
議
員
ご
紹
介

令和8年度（後期）

機械検査／農業機械整備／◎冷凍空気調和機器施工／◎建築大工／
かわらぶき／◎配管／鉄筋施工／防水施工／ガラス施工／
◎機械・プラント製図／シーケンス制御／バルコニー施工 等
   ◎印は技能五輪山口県予選大会職種
　（平成16（2004）年１月１日以降に生まれた者が予選大会に出場できます。）
また、後期試験では特級の検定が実施されます。

●受検申込期間 １０月５日（月）～１０月１6日（金）まで
●受検案内（受検申請書）は当協会ホームページの
　送付依頼フォームからお申し込みいただけます。
●検定実施職種

山口市旭通り二丁目９-19 山口建設ビル３階

TEL 083-922-8646
URL https://y-syokunou.com/

山
口
県
知
事
へ

要
望
書
提
出

８
月
27
日

送付依頼
フォーム

 【現金書留郵便】 
 9/28月▶

10/14水
 必着
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おかげさまで

創業100周年
1926-2026

富田印刷株式会社 本社
〒746-0024
山口県周南市古泉三丁目9番15号
電話番号　0834-64-1717
FAX番号　0834-63-8381

デジタル印刷事業部 （下松営業所）
〒744-0075
山口県下松市瑞穂町1-8-5
電話番号　0833-45-1515
FAX番号　0833-45-1535

富田印刷
株式会社本社

〈 沿革 〉
1926年（大正15年）

1949年（昭和24年）

1965年（昭和40年）

1987年（昭和62年）

1994年（平成6年）

1995年（平成7年）

1996年（平成8年）

創業　個人営業所

初代社長　中村梅雄
株式会社富田印刷所として発足
　　本社・営業：南陽町（現 政所）
　　工場：南陽町（土井）

2代目　中村繁雄社長就任
富田印刷株式会社に商号変更

富睦会発足

3代目
中村昭治社長
就任

本社を現在地古泉に移転

ハイデルベルグ社4色機印刷機導入

2002年（平成14年）

2003年（平成15年）

2005年（平成17年）

2007年（平成19年）

2016年（平成28年）

2017年（平成29年）

2020年（令和2年）

2023年（令和5年）

2026年（令和8年）

4代目
山本哲夫社長
就任

オンデマンド機導入

土井工場を閉鎖
創業80周年で北海道旅行

下松にデジタル印刷事業部開設
ハイデルベルグ社4色機導入 2台目

検査装置機導入

5代目
廣實知美社長
就任

新型コロナウイルス感染症対策
本部設置

アルマーク プリンター導入

創業100周年

私たちは大正15年創業以来 多くの方 と々の縁により周南市（旧新南陽市）の地域経済の成長と共に
受注から納品まで自社生産の総合印刷業を操業させていただいております

これからも より一層の研鑽を重ね 皆様の信頼にお応えできる企業として成長していく所存です
今後とも変わらぬご指導ご鞭撻とご支援を賜りますよう 心よりお願い申し上げます

ダイニング バーNo.200

富田印刷株式会社

周南市古泉にて印刷業を営まれ、
今年で創業100周年という節目を迎えられた
富田印刷株式会社様を紹介させていただきます。

C C I
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令和9年度  周南市長への要望書提出
　8月24日に徳山商工会議所
と合同で藤井周南市長へ要望
書を提出した。
　当商議所からは赤坂会頭、
三原副会頭、大嶋副会頭、谷
口専務理事が出席し、徳山商
議所からは岡田会頭、管田副
会頭、崎村副会頭、渡邊副会
頭、佐藤副会頭、小林専務理
事が出席した。
　両商議所会頭から、各要望
の早期実現について支援要望
を行った。

と
と
も
に
、
地
域
経
済
界
と
し

て
積
極
的
に
関
わ
り
、
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置
に
よ

る
大
学
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
早
期
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
協
議
・
検
討
を
進
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
強
く

要
望
い
た
し
ま
す
。

２
．
物
価
高
騰
に
伴
う
継
続
的
な

消
費
喚
起
策
（
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
等
）
の
実
施
に
つ

い
て

⑴
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
の
継
続
実
施
に
つ
い
て

　
　

昨
年
度
の
合
同
要
望
に

基
づ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食

料
品
価
格
等
の
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
、
発
行
総
額
18
億

円
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
の

「
２
０
２
６
周
南
市
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
」
を
実
施
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

本
商
品
券
の
発
行
は
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
寄
与
し
、
大

き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
が
、

本
事
業
に
よ
る
消
費
喚
起
策

が
講
じ
ら
れ
た
後
も
、
近
年
の

急
激
な
物
価
高
騰
は
依
然
と

し
て
落
ち
着
く
気
配
を
見
せ

て
お
ら
ず
、
市
内
の
事
業
者
が

受
け
て
い
る
ダ
メ
ー
ジ
は
未

だ
根
深
く
残
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
長
期
化
す
る
経
営

環
境
の
悪
化
を
乗
り
越
え
、
地

域
経
済
の
基
盤
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
途
切
れ
る
こ
と
の

な
い
継
続
的
な
支
援
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。

　
　

地
域
経
済
の
さ
ら
な
る
循

環
・
消
費
喚
起
を
促
す
た
め
、

令
和
９
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
「
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
発
行
事
業
」
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強

く
要
望
い
た
し
ま
す
。

⑵
新
た
な
仕
組
み
の
導
入
と

幅
広
い
業
種
が
恩
恵
を
受
け

る
支
援
策
に
つ
い
て

　
　

２
０
２
６
周
南
市
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
で
は
、
大

型
店
舗
へ
利
用
が
集
中
す
る

傾
向
も
見
受
け
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
他
自
治
体
で
実
施
さ
れ

て
い
る
「
共
通
券
」
と
「
地
元

店
舗
専
用
券
」
の
よ
う
な
制
度

を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
も
あ
り
ま
す
。
地
域
の
中

小
・
小
規
模
事
業
者
で
よ
り
利

用
さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１
．
周
南
公
立
大
学
の
ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
設
置
に
つ
い
て

　
　

令
和
８
年
度
、
徳
山
商
工

会
議
所
で
は
「
ま
ち
な
か
キ
ャ

ン
パ
ス
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
周
南
公
立
大
学
の
ま
ち
な

か
キ
ャ
ン
パ
ス
が
も
た
ら
す

効
果
、
大
学
の
課
題
を
踏
ま
え

た
短
期
的
・
中
長
期
的
プ
ラ

ン
、
18
才
人
口
が
急
減
す
る

２
０
５
０
年
以
降
も
大
学
が

輝
き
続
け
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
経

済
界
と
し
て
意
見
を
取
り
纏

め
ま
し
た
。

　
　

そ
の
結
果
、「
ま
ち
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
設
置
は
、
周

南
市
発
展
の
起
爆
剤
と
な
り

う
る
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

り
、
大
学
と
市
民
や
企
業
と
を

結
ぶ
「
知
の
拠
点
」
を
ま
ち
な

か
に
構
え
る
こ
と
は
、
経
済
波

及
効
果
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な

定
性
的
効
果
も
生
み
出
す
こ

と
か
ら
、
早
急
か
つ
積
極
的
に

誘
致
す
る
べ
き
と
い
う
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

　
　

商
工
会
議
所
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
周
南
市
、
大
学
へ
ま

ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
置

に
係
る
提
言
書
を
提
出
す
る

令和９年度　徳山・新南陽商工会議所 合同重点要望
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の
面
に
お
い
て
他
の
都
市
と

隔
た
り
が
あ
り
ま
す
。

　
　

本
市
基
幹
産
業
で
あ
る
周

南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
持
続
的

な
発
展
と
雇
用
の
確
保
を
揺

る
が
な
い
も
の
と
す
る
た
め

に
、
条
例
内
容
の
更
な
る
拡
充

に
つ
い
て
特
段
の
ご
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

７
．
中
溝
線
整
備
事
業
に
つ
い
て

（
新
規
）

　
　

富
田
地
区
の
中
溝
線
の
整

備
に
つ
い
て
、
２
０
２
５
年
度

ま
で
と
し
て
い
た
事
業
期
間

が
10
年
間
延
長
す
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
路
線
沿
い
に

は
新
し
い
住
宅
も
立
ち
並
び

ま
た
、
通
学
通
勤
の
往
来
も
頻

繁
に
あ
る
た
め
、
少
し
で
も
早

く
整
備
が
完
了
す
る
よ
う
特

段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

８
．
市
道
野
村
１
丁
目
７
号
線
の

早
期
整
備
に
つ
い
て

　
　

市
道
野
村
１
丁
目
７
号
線

は
臨
海
部
の
工
業
地
帯
を
連

絡
す
る
重
要
な
路
線
と
し
て
、

渋
滞
緩
和
や
物
流
の
円
滑
化
、

災
害
時
の
避
難
路
な
ど
、
幅
広

い
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

徳
山
商
工
会
議
所
が
全
会

員
向
け
に
行
っ
た
中
東
情
勢

の
緊
迫
化
に
よ
る
影
響
調
査

の
結
果
、
77
％
の
事
業
者
が
物

価
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加

の
影
響
を
感
じ
て
お
り
、
今

後
、
多
く
の
事
業
者
が
求
め
る

支
援
策
と
し
て
、
原
材
料
・
資

材
な
ど
の
価
格
高
騰
対
策
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
費
用
の
負
担
軽
減

や
安
定
供
給
に
対
す
る
支
援

が
非
常
に
高
い
比
率
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

現
状
、
物
品
や
資
材
の
不

足
や
調
達
に
つ
い
て
は
少
し

ず
つ
回
復
が
見
ら
れ
る
も
の

の
、
価
格
は
依
然
と
し
て
高
止

ま
り
、
今
後
の
不
透
明
感
も
あ

り
、
市
内
事
業
者
は
大
き
な
不

安
を
抱
え
な
が
ら
経
営
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

　
　

事
業
活
動
を
維
持
・
継
続
で

き
る
よ
う
、
原
材
料
や
資
材
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
負
担

軽
減
に
資
す
る
補
助
金
（
支
援

金
）
制
度
の
創
設
を
要
望
し
ま

す
。

５
．
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
立
地
促

進
事
業
補
助
金
及
び
テ
ナ
ン

ト
ミ
ッ
ク
ス
推
進
事
業
の
対

象
エ
リ
ア
の
拡
張
と
地
域
既

存
店
舗
へ
の
支
援
策
強
化
に

つ
い
て
（
新
規
）

　
　

産
業
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、

地
域
の
活
性
化
と
雇
用
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
が
長
期
・
継

続
的
に
活
用
で
き
る
支
援
制

度
の
整
備
が
極
め
て
重
要
で

す
。

　
　

昨
年
度
「
都
市
機
能
誘
導

区
域
活
性
化
資
金
」
の
対
象

区
域
が
新
南
陽
駅
周
辺
へ
拡

大
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
心
強

く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
現
状
、「
店
が
増
え
な

い
と
人
も
来
な
い
」
と
い
う

本
質
的
な
課
題
の
解
決
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
地
域
経
済

の
維
持
・
発
展
に
は
さ
ら
な

る
踏
み
込
ん
だ
施
策
が
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
　

立
地
適
正
化
計
画
で
定
め

る
都
市
機
能
誘
導
区
域
で
あ

る
新
南
陽
駅
周
辺
と
徳
山
駅

周
辺
に
つ
い
て
は
、
情
報
・
通

信
産
業
等
支
援
補
助
金
の
対

象
エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
　

一
方
で
、「
ま
ち
な
か
オ

フ
ィ
ス
立
地
促
進
事
業
補
助

金
」
及
び
「
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク

ス
推
進
事
業
」
は
、
い
ず
れ
も

徳
山
駅
周
辺
の
み
を
対
象
と

し
た
施
策
で
あ
り
、
新
南
陽
エ

リ
ア
は
対
象
外
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　

周
南
市
の
副
都
心
で
あ
る

新
南
陽
の
更
な
る
発
展
に
向

け
、
対
象
エ
リ
ア
に
追
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
家
賃
や
広
告
費
等
の

直
接
補
助
な
ど
、
新
規
出
店
や

テ
ナ
ン
ト
誘
致
を
強
力
に
進

め
る
仕
組
み
を
導
入
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
活
性
化
資
金
等

の
利
用
対
象
区
域
を
、
経
済
・

生
活
圏
の
実
態
に
合
わ
せ
て

永
源
山
公
園
周
辺
お
よ
び
東

側
エ
リ
ア
へ
延
伸
す
る
こ
と

も
含
め
切
に
要
望
い
た
し
ま

す
。

６
．
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産

税
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
制

度
な
ど
奨
励
支
援
制
度
の
更

な
る
拡
充
に
つ
い
て

　
　

条
例
の
見
直
し
で
一
定
の

効
果
は
あ
り
ま
し
た
が
、

①
償
却
資
産
等
の
投
下
固
定

資
産
額
の
要
件

②
交
付
額
及
び
交
付
限
度
額

③
交
付
期
間

　
　

ま
た
、
以
前
実
施
し
て
好
評

を
得
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
食
事

券
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
助
成
に

よ
る
商
品
券
、
宿
泊
者
向
け
の

ク
ー
ポ
ン
券
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
の
20
％
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
、
幅
広
い
業
種
が
恩
恵

を
受
け
る
支
援
策
を
、
商
工
会

議
所
と
連
携
し
て
、
実
行
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

３
．
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
の
実
施
継
続
と
年
間
に
わ

た
る
実
施
に
つ
い
て

　
　

現
在
、
周
南
市
で
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま

す
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
組
み
に
つ

い
て
、
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
は
県
内
他
市
で
実
施
中

で
す
が
、
周
南
市
で
も
市
独
自

の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
に
よ
る
期
限
付
商
品
券

の
発
行
や
補
助
金
を
新
設
す

る
よ
う
、
ま
た
併
せ
て
、
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て
も
、
市
独
自

の
支
援
策
の
実
施
を
ぜ
ひ
と

も
ご
検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

４
．
中
東
情
勢
や
物
価
高
騰
に
影

響
を
受
け
る
市
内
事
業
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て

5
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や
高
校
生
と
地
元
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
創
出
す
る
場

が
増
え
れ
ば
、
企
業
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

や
若
者
の
地
元
就
職
に
も
繋

が
り
ま
す
。

　
　

最
近
で
は
、「
や
ま
ぐ
ち
企

業
交
流
フ
ェ
ス
」
が
定
期
的

に
開
催
さ
れ
、
大
変
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。
周
南
市
の

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
「
若
者

の
地
元
就
職
や
定
住
」
に
大

き
く
寄
与
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
を
行
う
企
業
・
団
体
に

対
し
、
資
金
面
を
含
め
、
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑶
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

入
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
、

事
業
者
の
新
卒
者
確
保
に
対

す
る
支
援
要
望
に
対
し
て
、
周

南
市
独
自
の
支
援
策
を
研
究

す
る
旨
の
ご
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受

け
入
れ
る
企
業
に
と
っ
て
は
、

主
に
「
コ
ス
ト
」
と
「
マ
ン
パ

ワ
ー
」
と
「
時
間
」
の
負
担
が

大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
受

け
入
れ
企
業
の
負
担
を
軽
減

す
る
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑷
地
域
の
魅
力
向
上
と
情
報

発
信
に
つ
い
て
（
新
規
）

　
　

学
生
が
卒
業
後
に
地
元
へ

定
住
す
る
要
件
と
し
て
、
地
元

企
業
に
対
す
る
理
解
に
加
え
、

地
域
の
魅
力
向
上
も
不
可
欠

で
す
。

　
　

市
外
・
県
外
か
ら
訪
れ
る
学

生
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画

配
信
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
も
積
極
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
周
南
市
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
つ
な
が
る
情

報
発
信
を
一
層
強
化
さ
れ
る

と
と
も
に
、
商
工
会
議
所
や
地

域
企
業
、
観
光
関
係
者
な
ど
多

様
な
団
体
と
連
携
し
、
強
み
を

生
か
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑸
未
来
人
材
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
の
改
善
・
見
直
し
に

つ
い
て

　
　

令
和
８
年
４
月
よ
り
、
下
松

市
が
奨
学
金
返
還
支
援
補
助

金
の
制
度
を
始
め
ら
れ
ま
し

た
が
、
今
後
両
市
で
の
連
携
を

図
る
こ
と
で
、
居
住
要
件
等
の

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
よ

り
良
い
制
度
に
な
る
よ
う
改

善
、
見
直
し
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

ま
た
、
学
生
へ
の
認
知
度
向

上
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｒ
の
面
で
も

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
．
徳
山
動
物
園
の
集
客
力
強
化

に
つ
な
が
る
動
物
の
誘
致
等

に
つ
い
て

　
　

令
和
14
年
度
の
徳
山
動
物

園
完
全
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

様
々
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
集
客
力
強
化
に
繋
が

る
動
物
の
誘
致
を
検
討
す
る

上
で
、
令
和
８
年
３
月
に
、

周
南
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
の
呼
び
か
け
で
、
徳
山

動
物
園
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に

徳
山
・
新
南
陽
商
工
会
議
所
、

周
南
公
立
大
学
で
構
成
さ
れ

る
「
コ
ア
ラ
導
入
調
査
協
議

会
」
が
設
置
さ
れ
、
調
査
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

引
き
続
き
、
新
た
な
目
玉

と
な
る
動
物
の
誘
致
も
含
め
、

動
物
園
の
魅
力
向
上
・
周
南

市
の
観
光
振
興
・
経
済
波
及

　
　

一
部
整
備
終
了
区
間
に
つ

い
て
は
、
早
期
の
供
用
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
周
南
地
域

の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
も
、

市
道
野
村
１
丁
目
７
号
線
全

体
の
整
備
を
早
期
に
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
引
き
続
き
特

段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

９
．
若
者
の
地
元
定
着
に
つ
い
て

（
一
部
新
規
）

⑴
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

に
よ
る
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
　

人
口
減
少
の
中
、
地
域
に
若

者
を
定
着
さ
せ
る
に
は
、
雇
用

の
創
出
が
必
要
で
す
。
周
南
公

立
大
学
の
学
生
の
就
職
先
と

な
り
う
る
情
報
系
や
医
療
・
福

祉
系
の
企
業
に
対
し
、
県
の
東

京
事
務
所
や
関
連
機
関
と
連

携
し
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
で
市
内
へ
の
企
業
誘
致
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
企
業
誘
致
の
実
態
は

件
数
で
し
か
判
明
し
て
お
ら

ず
、
商
工
会
議
所
に
対
し
て
、

事
業
所
名
等
の
開
示
を
お
願

い
し
ま
す
。

⑵
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
へ
の
支

援
に
つ
い
て

　
　

周
南
公
立
大
学
の
学
生

効
果
に
繋
が
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

11
．
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
の
徳

山
駅
停
車
本
数
の
増
加
に
つ

い
て

　
　

周
南
市
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
周
南
地
域
の
４
商
工
会

議
所
や
地
元
大
手
企
業
と
合

同
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
新
幹
線

「
の
ぞ
み
」
の
徳
山
駅
へ
の
停

車
に
係
る
要
望
活
動
を
繰
り

返
し
行
う
と
と
も
に
、
新
幹

線
の
利
用
促
進
を
継
続
し
て

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

周
南
地
域
の
事
業
者
等
か

ら
圧
倒
的
に
要
望
の
多
い
早

朝
の
便
（
の
ぞ
み
２
号
、
の

ぞ
み
４
号
）
と
夜
間
の
便
（
の

ぞ
み
49
号
、
の
ぞ
み
55
号
）

の
徳
山
駅
停
車
の
実
現
に
向

け
て
、
引
き
続
き
商
工
会
議

所
と
連
携
し
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本

へ
の
要
望
活
動
を
実
施
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

12
．
周
南
市
と
商
工
会
議
所
の
連

携
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

　
　

商
工
会
議
所
の
事
業
は
、
多

岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
事
業
を

6
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実
施
す
る
際
に
は
、
常

日
頃
か
ら
市
職
員
の
方

と
の
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠

で
あ
り
、
大
変
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
周
南
市

担
当
部
署
の
方
々
と
商

工
会
議
所
部
会
役
員
の

意
見
交
換
会
や
、
商
工

会
議
所
の
会
議
に
て
講

話
や
ご
説
明
を
い
た
だ

く
な
ど
、
大
変
有
意
義

な
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
も
周
南
市
の
皆

様
と
商
工
会
議
所
の
役

員
・
議
員
、
部
会
役
員
、

職
員
と
活
発
な
意
見
交

換
や
情
報
交
換
、
重
要

課
題
解
決
に
向
け
た
協

議
を
行
え
る
よ
う
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲藤井市長と道源副市長へ要望内容を説明▲友田市議会議長と佐々木副議長へも
　要望書提出

　
　

周
南
市
で
は
、
県
の
「
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
集
中
支

援
事
業
」
の
支
援
を
受
け
、
都

心
軸
の
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち

づ
く
り
計
画
を
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
　

徳
山
駅
か
ら
市
役
所
・
市
民

館
跡
地
を
結
ぶ
御
幸
通
り
は
、

周
南
市
の
顔
で
あ
り
、
未
来
へ

繋
ぐ
べ
き
レ
ガ
シ
ー
と
も
言
え

る
通
り
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、「
周

南
市
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て

も
、
安
全
性
の
改
善
や
回
遊
性

の
向
上
、
賑
わ
い
の
創
出
と
と

も
に
、
日
常
的
な
居
場
所
、
憩

い
の
場
と
し
て
の
整
備
を
求
め

る
声
が
多
く
出
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
声
を
重
要
視
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
市
民

が
安
心
、
快
適
に
過
ご
せ
る
公

園
の
よ
う
な
通
り
と
な
る
整
備

計
画
を
策
定
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、早
期
事
業
化
に
向
け
、

県
へ
の
支
援
要
請
や
国
へ
の
強

力
な
働
き
か
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑶
中
心
市
街
地
へ
の
公
共
ト
イ
レ

や
憩
い
の
場
の
整
備
に
つ
い
て

（
一
部
新
規
）【

徳
山
／
青
年
部
】

　
　

中
心
市
街
地
の
核
と
な
る

１
．
都
市
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

⑴
御
幸
通
り
の
整
備
と
街
路
樹
の

剪
定
に
つ
い
て

【
徳
山
】

　
　
「
御
幸
通
り
」
は
、
徳
山
駅

前
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
道
路
照
明

が
暗
く
、
通
行
す
る
歩
行
者
や

自
転
車
、
車
両
の
事
故
に
つ
な

が
る
危
険
性
が
高
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。　
　

　
　

歩
行
者
の
安
全
を
最
優
先
に

考
慮
さ
れ
、
県
や
警
察
当
局
と

協
議
の
上
、
新
た
な
道
路
照
明

灯
の
設
置
を
早
急
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
　

ま
た
、
街
路
樹
の
剪
定
に
つ

い
て
は
、
ツ
リ
ー
ま
つ
り
を
主

管
す
る
徳
山
商
工
会
議
所
と
も

連
携
し
て
計
画
的
な
街
路
樹
の

剪
定
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

さ
ら
に
、
道
路
の
凹
凸
や
ひ

び
割
れ
の
補
修
に
つ
い
て
も
県

当
局
と
連
携
し
て
対
応
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑵
周
南
市
都
心
軸
地
区
の
整
備
促

進
に
つ
い
て

【
徳
山
】

徳
山
駅
周
辺
は
、
南
北
自
由
通

路
や
駅
前
図
書
館
、
再
開
発
事

業
に
よ
っ
て
街
並
み
が
整
備
さ

れ
、
週
末
に
は
様
々
な
団
体
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
方
が
市
内

外
か
ら
来
街
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
来
街
者
や
主

催
者
か
ら
、
中
心
市
街
地
に
誰

で
も
利
用
で
き
る
清
潔
な
「
ト

イ
レ
」
や
、
こ
ど
も
が
遊
ん
だ

り
、
誰
も
が
休
憩
で
き
る
よ
う

な
「
憩
い
の
場
」
の
整
備
が
強

く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
施
設
の
整
備

は
、
目
立
た
な
い
な
が
ら
も
都

市
の
快
適
性
・
利
便
性
を
決
定

づ
け
る
重
要
な
基
盤
で
す
。
周

南
市
の
顔
で
あ
る
徳
山
駅
周
辺

に
ト
イ
レ
や
休
憩
ス
ペ
ー
ス
な

ど
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

「
住
み
よ
さ
」「
訪
れ
や
す
さ
」

の
向
上
に
直
結
し
ま
す
。
徳
山

駅
周
辺
が
変
化
を
続
け
る
今
こ

そ
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
整
備
を
進
め
る
絶
好
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
。

２
．
道
路
網
の
整
備
及
び
交
通
対

策
に
つ
い
て

⑴
日
本
ゼ
オ
ン
新
プ
ラ
ン
ト
出
入

口
付
近
の
道
路
整
備
と
渋
滞
緩

和
に
つ
い
て

【
徳
山
】

令
和
９
年
度

周
南
市
へ
の
施
策
要
望

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

7
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帝
人
跡
地
に
日
本
ゼ
オ
ン

㈱
の
新
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
が
始

ま
り
、
工
事
車
両
や
関
係
車
両

が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
工
場
の
定
期
修
理

期
間
に
は
周
辺
道
路
が
大
渋
滞

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
渋
滞
緩
和
対

策
と
し
て
市
道
塩
田
奈
切
線
か

ら
南
堀
川
橋
を
経
由
し
て
新
プ

ラ
ン
ト
に
出
入
り
す
る
ル
ー
ト

の
構
築
は
大
き
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　
　

県
道
３
６
６
号
徳
山
下
松
線

か
ら
の
渋
滞
緩
和
対
策
と
併
せ

て
、
関
係
者
と
協
議
さ
れ
、
早

急
に
ご
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑵
港
湾
地
域
と
主
要
幹
線
を
結
ぶ

道
路
の
総
合
的
な
整
備
に
つ
い

て
【
徳
山
／
港
湾
運
輸
部
会
】

　
　

山
陽
自
動
車
道
徳
山
東
お
よ

び
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
周

南
市
内
の
幹
線
道
路
か
ら
港
湾

地
域
へ
の
大
型
車
両
の
ア
ク
セ

ス
は
、
通
行
可
能
な
経
路
が
限

定
さ
れ
、
渋
滞
や
遠
回
り
が
生

じ
て
い
ま
す
。
現
在
の
道
路
状

況
で
は
、
近
年
多
発
し
て
い
る

大
規
模
な
地
震
や
自
然
災
害
が

本
県
で
発
生
し
た
際
、
物
資
の

輸
送
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
大
き

ら
に
、
近
年
の
改
正
道
路
交
通

法
（
新
法
）
の
成
立
を
踏
ま
え
、

誰
も
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る

よ
う
、
自
転
車
通
行
帯
等
の
適

切
な
整
備
も
併
せ
て
計
画
に
盛

り
込
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。  

　
　

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
面
に
お
い

て
は
、
大
型
車
両
の
重
量
に
耐

え
る
路
面
整
備
、標
識
の
設
置
、

路
上
駐
停
車
を
減
少
さ
せ
る
た

め
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
物
流
コ
ス
ト
削
減
や
企

業
誘
致
な
ど
、
地
域
経
済
へ
高

い
効
果
が
見
込
め
ま
す
。
加
え

て
、
現
在
の
路
面
は
各
所
で
凹

凸
が
激
し
く
、
近
隣
住
民
か
ら

振
動
や
騒
音
の
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
現
状
の
改
善
も
必
要

で
す
。  

　
　

古
川
跨
線
橋
整
備
の
影
響
に

よ
り
懸
念
さ
れ
る
周
辺
渋
滞
へ

の
緩
和
対
策
と
し
て
も
、
本
路

線
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
極
め
て

重
要
で
す
。
地
域
の
産
業
と
生

活
基
盤
を
守
る
た
め
、
特
段
の

ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

⑸
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
の
整
備
に

つ
い
て【徳

山
／
港
湾
運
輸
部
会
】

　
　

市
内
の
幹
線
道
路
で
、
自
転

車
専
用
レ
ー
ン
が
整
備
さ
れ
て

い
る
路
線
は
一
部
に
留
ま
っ
て

い
ま
す
。
自
転
車
専
用
レ
ー
ン

の
整
備
さ
れ
て
い
な
い
道
路
の

う
ち
多
く
の
場
合
、
自
転
車
は

交
通
違
反
を
承
知
で
歩
道
を
通

行
す
る
か
、
危
険
を
覚
悟
で
車

道
を
通
行
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　
　

交
通
安
全
の
面
か
ら
も
、
幹

線
道
路
で
道
路
幅
員
が
十
分
な

箇
所
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
、

警
察
と
も
連
携
し
て
、
自
転
車

専
用
レ
ー
ン
の
整
備
を
進
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

⑹
市
道
住
崎
町
11
号
線
の
整
備
に

つ
い
て

【
徳
山
】

　
　

令
和
８
年
８
月
に
、
ホ
ー
ル

を
備
え
た
西
京
銀
行
本
社
ビ
ル

が
駅
南
に
オ
ー
プ
ン
し
、
徳
山

駅
南
北
の
拠
点
施
設
を
繋
ぐ
市

道
住
崎
町
11
号
線
（
み
な
み
銀

座
か
ら
住
崎
町
へ
の
地
下
道
）

の
整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状

は
、
老
朽
化
が
目
立
ち
、
照
明

が
暗
く
、
利
用
す
る
の
が
怖
い

と
の
声
が
あ
り
ま
す
。
歩
行
者

や
自
転
車
が
安
心
・
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
南
北
の
出
入

口
及
び
通
路
の
改
修
、
照
明
の

整
備
を
早
急
に
お
願
い
し
ま

す
。

な
支
障
を
き
た
す
懸
念
が
あ
り

ま
す
。

　
　

解
決
の
た
め
に
は
、
①
産
業

道
路
の
延
長
整
備
、
②
海
上
を

橋
梁
で
結
ぶ
新
た
な
ル
ー
ト
、

③
Ｊ
Ｒ
徳
山
駅
在
来
線
の
高
架

化
等
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
　

ま
た
、
そ
れ
が
不
可
能
な
場

合
は
、
大
型
車
両
に
対
応
し
た

道
路
（
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
）
や
橋

の
整
備
・
改
修
に
つ
い
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
、
防
災
基
盤
の

強
化
と
産
業
の
効
率
化
の
た
め

に
も
、
港
湾
地
域
と
主
要
幹
線

を
強
靭
に
結
ぶ
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
、
国
並
び
に
山
口
県
に

対
し
、
強
く
要
望
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑶
港
湾
地
域
と
主
要
幹
線
を
結
ぶ

道
路
の
総
合
的
な
整
備
に
つ
い

て
　
　
【
新
南
陽
／
運
輸
・
交
通
・

港
湾
部
会
】

　
　

徳
山
下
松
港
（
徳
山
晴
海
埠

頭
等
）
は
大
規
模
災
害
時
の
拠

点
港
と
し
て
耐
震
強
化
が
進
む

一
方
、臨
海
部
か
ら
主
要
幹
線
・

高
速
道
路
へ
の
陸
路
ア
ク
セ
ス

は
不
十
分
で
あ
り
、
東
西
を
結

ぶ
産
業
道
路
等
で
は
慢
性
的
な

渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
　

特
に
、
最
重
要
道
路
の
一
つ

で
あ
る
「
古
川
跨
線
橋
」
の
老

朽
化
に
伴
う
架
け
替
え
工
事
は

令
和
２
年
６
月
末
か
ら
約
10
年

も
の
長
期
通
行
止
め
を
予
定
し

て
お
り
、
通
勤
時
の
混
雑
悪
化

や
物
流
の
停
滞
、
緊
急
車
両
の

通
行
支
障
な
ど
、
周
南
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
は
じ
め
地
域
へ
の
深

刻
な
損
失
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
　

つ
い
て
は
、
防
災
基
盤
の
強

化
と
産
業
効
率
化
の
た
め
、
大

型
車
両
に
対
応
し
た
道
路
・
橋

梁
の
整
備
や
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の

改
修
、
な
ら
び
に
古
川
跨
線
橋

工
事
の
期
間
短
縮
や
代
替
機
能

の
確
保
に
つ
い
て
、
国
、
山
口

県
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
積
極
的
か
つ
強

力
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑷
産
業
道
路
の
拡
張
・
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て

　
　
【
新
南
陽
／
工
業
部
会
、

運
輸
・
交
通
・
港
湾
部
会
】

　
　

周
南
市
の
主
要
産
業
で
あ

る
重
化
学
工
業
の
幹
線
道
路
と

し
て
、
産
業
道
路
の
拡
張
お
よ

び
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
要
望
し
ま

す
。  

　
　

現
状
は
片
側
一
車
線
で
道

幅
も
狭
く
、
大
型
車
両
の
右
左

折
が
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
だ
け

で
な
く
、
歩
行
者
や
バ
イ
ク
の

安
全
確
保
の
面
か
ら
も
道
路
の

拡
張
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
さ
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⑺
市
道
泉
原
合
田
藪
線
と
慶
万
浦

山
線
の
開
通
に
つ
い
て

【
徳
山
／
建
設
部
会
】

　
　

国
道
２
号
三
田
川
交
差
点

は
、
東
西
の
慢
性
的
な
渋
滞
は

解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

南
北
の
渋
滞
は
解
消
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
　

そ
の
よ
う
な
中
、
計
画
存
続

路
線
で
あ
る
市
道
泉
原
合
田
藪

線
と
慶
万
浦
山
線
の
開
通
は
、

交
通
渋
滞
緩
和
や
交
通
安
全
、

国
道
２
号
と
市
街
地
を
結
ぶ
環

状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
充
分

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
楠
木
や
秋
月
地
区
か
ら
朝

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
国
道
２
号
に

合
流
す
る
ま
で
の
渋
滞
緩
和
に

も
大
き
な
効
果
が
あ
る
た
め
、

計
画
路
線
の
見
直
し
の
際
は
、

こ
の
２
つ
の
路
線
に
つ
い
て
優

先
度
を
上
げ
て
早
期
事
業
化
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

⑻
富
田
川
橋
前
交
差
点
の
信
号
機

運
用
に
つ
い
て

【
新
南
陽
／
商
業
部
会
】

　
　

昨
年
度
、
私
ど
も
よ
り
「
県

道
下
松
新
南
陽
線
に
あ
る
富
田

川
橋
前
交
差
点
の
信
号
機
に
つ

い
て
、
川
崎
三
丁
目
11
番
地
の

交
差
点
に
設
置
さ
れ
て
い
る
信

号
機
と
の
連
動
性
が
悪
く
、
交

通
の
滞
留
が
発
生
し
て
い
る
。

新
南
陽
地
区
の
港
湾
を
代
替
港

湾
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、

コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン
（
タ
イ
ヤ

マ
ウ
ン
ト
式
で
も
可
）
や
コ
ン

テ
ナ
ヤ
ー
ド
と
し
て
の
機
能
を

整
備
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑵
新
南
陽
地
区
港
湾
施
設
の
整
備

促
進
・
岸
壁
の
延
伸
に
つ
い
て

　
　
【
新
南
陽
／
運
輸
・
交
通
・

港
湾
部
会
】

　
　

徳
山
下
松
港
で
は
国
土
交
通

省
に
よ
る
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
新
南
陽
地
区
に
お
い

て
は
岸
壁
の
延
伸
及
び
泊
地
拡

幅
が
延
期
さ
れ
て
い
ま
す
。
岸

壁
の
延
伸
等
は
貨
物
輸
送
コ
ス

ト
の
削
減
に
必
要
不
可
欠
な
大

型
輸
送
船
の
使
用
を
可
能
に
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
近
年

多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
で
陸

上
の
輸
送
網
が
寸
断
さ
れ
る
場

合
に
お
い
て
海
上
輸
送
へ
の
切

り
替
え
を
検
討
す
る
場
合
も
、

大
型
船
の
接
岸
が
出
来
る
だ
け

で
な
く
、
緊
急
時
の
物
資
輸
送

に
対
す
る
中
小
型
の
船
舶
が
複

数
接
岸
出
来
る
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。

　
　

民
間
に
よ
る
関
連
設
備
投

資
や
大
型
船
の
航
行
安
全
の
た

め
、
着
実
に
整
備
を
進
め
、
結

果
と
し
て
完
成
時
期
の
前
倒
し

が
な
さ
れ
る
よ
う
国
土
交
通
省

並
び
に
山
口
県
に
対
し
、
強
く

要
望
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
特

段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑶
平
野
港
の
浚
渫
に
つ
い
て

　
　
【
新
南
陽
／
運
輸
・
交
通
・

港
湾
部
会
】

　
　

新
南
陽
地
区
の
平
野
港
を
利

用
す
る
船
は
、
周
南
大
橋
の
下

を
通
る
際
に
橋
と
の
接
触
を
防

ぐ
た
め
、
潮
位
が
低
い
時
に
入

港
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
平
野

港
周
辺
の
海
底
に
は
土
砂
が
堆

積
し
水
深
が
浅
く
な
っ
て
お
り

座
礁
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　
　

２
０
１
８
年
よ
り
浚
渫
に
着

手
頂
い
て
い
ま
す
が
、
海
上
事

故
防
止
や
利
便
性
向
上
の
た
め

に
も
、
早
期
完
工
を
山
口
県
に

対
し
、
さ
ら
に
強
く
要
望
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
特
段
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑷
老
朽
化
の
進
む
港
湾
設
備
の
更

新
・
修
繕
・
周
辺
の
環
境
美
化

に
つ
い
て

　
　
【
新
南
陽
／
運
輸
・
交
通
・

港
湾
部
会
】

【
徳
山
／
港
湾
運
輸
部
会
】

　
　

新
南
陽
・
徳
山
地
区
港
湾
設

備
に
お
い
て
は
、
建
設
・
設
置

よ
り
長
い
期
間
の
経
過
に
よ
る

老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
港

湾
施
設
の
劣
化
は
重
大
事
故
を

そ
の
結
果
、
車
両
が
裏
道
へ
迂

回
し
、
生
活
道
路
に
お
け
る
歩

行
者
と
の
接
触
リ
ス
ク
等
、
安

全
面
で
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い

る
た
め
、
運
用
の
改
善
を
お
願

い
し
た
い
」
旨
の
要
望
を
提
出

い
た
し
ま
し
た
。

　
　

こ
れ
に
対
し
、
周
南
市
か
ら

は
「
信
号
機
の
管
理
は
山
口
県

公
安
委
員
会
の
所
管
事
項
で
あ

る
た
め
、
本
市
か
ら
所
管
す
る

公
安
委
員
会
へ
お
伝
え
い
た
し

ま
す
」
と
の
ご
回
答
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
　

地
域
住
民
お
よ
び
周
辺
事
業

者
は
、
行
政
を
通
じ
て
こ
の
危

険
な
現
状
が
公
安
委
員
会
へ
届

く
こ
と
を
心
強
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
の
要
望
に
際
し
、
昨
年
度
の

要
望
が
周
南
市
か
ら
公
安
委
員

会
へ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
伝

え
ら
れ
、
そ
の
後
、
公
安
委
員

会
側
か
ら
ど
の
よ
う
な
見
解
や

回
答
、
あ
る
い
は
今
後
の
対
応

方
針
な
ど
の
進
捗
が
あ
っ
た
の

か
に
つ
い
て
、
地
域
の
安
心
・

安
全
の
た
め
に
も
ぜ
ひ
と
も
ご

教
示
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　
　

富
田
川
橋
前
交
差
点
の
渋

滞
、
お
よ
び
生
活
道
路
へ
の
車

両
の
流
入
と
い
う
課
題
は
現
在

も
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
刻

も
早
い
改
善
が
求
め
ら
れ
る
状

況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

信
号
機
の
運
用
自
体
は
県

（
公
安
委
員
会
）
の
所
管
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
民
の
安
全

な
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
、
周

南
市
に
お
か
れ
ま
し
て
も
引
き

続
き
公
安
委
員
会
に
対
し
て
、

本
件
の
早
期
改
善
に
向
け
た
強

力
な
働
き
か
け
と
連
携
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
重
ね

て
強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

３
．
港
湾
施
設
等
の
整
備
に
つ
い

て
⑴
徳
山
下
松
港
の
代
替
港
と
し
て

新
南
陽
地
区
港
湾
の
機
能
整
備

に
つ
い
て

　
　
【
新
南
陽
／
工
業
部
会
・

運
輸
・
交
通
・
港
湾
部
会
】

　
　

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
か
ら
輸

出
入
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
は
徳
山

下
松
港
の
徳
山
晴
海
埠
頭
で
大

半
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

現
状
の
徳
山
下
松
港
で
は
、

一
昨
年
（
コ
ン
テ
ナ
船
転
覆
）

の
よ
う
に
港
湾
で
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
た
際
に
代
わ
り
と
な
る

岸
壁
や
港
湾
施
設
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　

ま
た
、
ク
レ
ー
ン
も
老
朽
化

し
て
お
り
１
基
は
更
新
さ
れ
ま

し
た
が
１
基
は
更
新
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
　

上
記
の
様
な
事
態
に
な
っ
た

場
合
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
と
し
て
、

9
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ナ
ー
ト
が
将
来
に
わ
た
り
持
続

可
能
な
次
世
代
型
Ｇ
Ｘ
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
と
し
て
国
際
競
争
力
を

維
持
・
発
展
で
き
る
よ
う
、
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
の
取
り
組
み

に
対
し
、
重
点
的
に
か
つ
強
力

な
支
援
を
国
・
県
に
要
請
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業

の
個
々
の
努
力
だ
け
で
な
く
、

地
域
産
業
全
体
で
脱
炭
素
化
と

競
争
力
強
化
へ
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
下
記
項
目
に

対
す
る
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

①
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
資
す
る
省
エ

ネ
化
や
設
備
導
入
に
対
す
る

支
援

②
脱
炭
素
に
資
す
る
新
技
術
の

研
究
開
発
・
導
入
及
び
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
対
す
る

支
援

③
国
と
の
連
携
に
よ
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
形

成
と
徳
山
・
新
南
陽
地
区
の

港
湾
整
備

④
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
の
取
り

組
み
が
各
種
規
制
に
よ
り
障

壁
に
な
っ
て
い
る
場
合
の
規

制
緩
和

⑤
企
業
が
商
用
車
・
社
用
車
な

ど
に
次
世
代
自
動
車
を
導
入

す
る
こ
と
に
対
す
る
支
援

６
．
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
の
工
業

用
水
安
定
確
保
に
つ
い
て

【
徳
山
／
工
業
部
会
】

【
新
南
陽
／
工
業
部
会
】

　
　

山
口
県
は
、
瀬
戸
内
全
域

に
お
い
て
給
水
能
力
は
、
都
道

府
県
別
で
全
国
１
位
と
な
る
約

１
７
３
万
ト
ン
／
日
の
工
業

用
水
を
送
水
し
て
お
り
、
ま

た
周
南
エ
リ
ア
に
お
い
て
も

７
２
１
，
８
０
０
㎥
／
日
と
、

県
内
で
も
最
大
の
給
水
能
力
を

有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

近
年
の
少
雨
傾
向
に
よ
り
、

工
業
用
水
の
供
給
能
力
が
低
下

し
て
お
り
、
降
雨
が
少
な
く
貯

水
量
が
減
少
す
る
と
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
企
業
は
、
段
階
的
に
自

主
節
水
を
強
化
さ
れ
る
な
ど
深

刻
な
節
水
状
況
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

渇
水
対
策
に
取
り
組
み
、
工

業
用
水
の
安
定
供
給
体
制
を
整

え
る
こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

企
業
の
安
定
し
た
生
産
活
動
の

維
持
は
も
と
よ
り
、
新
た
な
企

業
誘
致
や
企
業
の
新
た
な
設
備

投
資
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
工

業
用
水
の
需
給
状
況
や
企
業
の

意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

中
長
期
的
な
視
点
に
立
ち
、
山

口
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
対

す
る
働
き
か
け
を
お
願
い
し
ま

す
。　

　
　

一
方
で
、
全
国
的
に
も
誇
れ

る
工
業
用
水
の
安
定
供
給
体
制

に
つ
い
て
、
今
後
の
企
業
誘
致

や
企
業
が
新
た
な
設
備
投
資
を

行
う
際
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

１
社
で
も
多
く
の
企
業
誘
致
が

実
現
で
き
る
よ
う
、
周
知
活
動

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

７
．
新
規
創
業
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

⑴
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
設
置
促
進

事
業
補
助
金
の
業
種
要
件
の
拡

充
に
つ
い
て【徳

山
／
理
財
部
会
】

　
　

近
年
、
徳
山
商
工
会
議
所
が

飲
食
店
等
の
「
店
舗
」
の
新
規

創
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
く
中
で
、
中
心
市
街
地

の
高
い
家
賃
が
障
壁
と
な
り
、

出
店
を
断
念
、
ま
た
は
出
店
２

年
以
内
に
休
廃
業
に
追
い
込
ま

れ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
ま

す
。「
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
設

置
促
進
事
業
補
助
金
」
で
は
、

ま
ち
な
か
へ
の
「
オ
フ
ィ
ス
開

設
」
に
対
し
て
は
家
賃
支
援
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
食
店

等
の「
店
舗
」は
対
象
外
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
　

徳
山
駅
前
図
書
館
や

T
O

K
U

YA
M

A
 D

E
C

K

の

オ
ー
プ
ン
以
降
、
徳
山
駅
前
の

賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
て
お
り
ま

ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
に
は
多
額
の

設
備
投
資
が
発
生
し
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
企
業
単
独
の
負
担
で

進
め
る
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
つ
い
て
は
、
地
域
の
産
業

競
争
力
維
持
と
環
境
対
応
を
両

立
さ
せ
る
た
め
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
関
連

投
資
に
対
す
る
税
制
優
遇
措
置

や
、
港
湾
設
備
の
電
動
化
等
に

対
す
る
購
入
費
補
助
を
は
じ
め

と
す
る
財
政
・
税
制
面
の
強
力

な
支
援
に
つ
い
て
、
国
並
び
に

山
口
県
に
対
し
強
く
要
望
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
特
段
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

５
．
脱
炭
素
化
の
推
進
と
産
業
力

強
化
の
両
立
に
向
け
た
支
援
に

つ
い
て

【
徳
山
／
工
業
部
会
】

【
新
南
陽
／
工
業
部
会
】

　
　

周
南
市
の
主
要
産
業
で
あ
る

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
は
、
産
業

競
争
力
の
維
持
・
強
化
と
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
両
立
に

向
け
、
関
係
機
関
と
も
議
論
・

検
討
を
重
ね
、
令
和
８
年
４
月

に
は
、
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を

含
む
山
口
県
が
経
済
産
業
省
か

ら
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
再
生
型
Ｇ

Ｘ
戦
略
地
域
の
有
望
地
域
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

今
後
の
Ｇ
Ｘ
戦
略
地
域
と

し
て
の
認
定
に
向
け
た
取
り
組

み
、
さ
ら
に
は
、
周
南
コ
ン
ビ

起
こ
し
か
ね
な
い
危
険
性
が
高

く
、
港
湾
設
備
（
岸
壁
の
ゴ
ム

製
フ
ェ
ン
ダ
ー
、
防
舷
材
、
昇

降
用
梯
子
等
）
や
、
コ
ン
テ
ナ

ヤ
ー
ド
内
及
び
港
湾
道
路
の
路

面
の
早
急
な
更
新
・
修
繕
が
必

要
で
す
。
ま
た
平
野
港
の
船
舶

用
（
飲
料
用
）
水
に
濁
り
が
発

生
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

り
、
管
の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
設

備
周
辺
に
お
い
て
も
樹
木
や
雑

草
が
伸
び
、
ゴ
ミ
な
ど
が
散
乱

し
て
い
る
箇
所
が
多
く
見
受
け

ら
れ
、
整
備
と
共
に
周
辺
の
環

境
美
化
も
望
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

４
．
徳
山
下
松
港
に
お
け
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）
形
成
に
向
け
た
支

援
拡
充
に
つ
い
て
（
新
規
）

　
　
【
新
南
陽
／
運
輸
・
交
通
・

港
湾
部
会
】

　
　
　
【
徳
山
／
港
湾
運
輸
部
会
】

　
　
徳
山
下
松
港
お
よ
び
新
南
陽

地
区
港
湾
は
、
国
か
ら
「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト

（
Ｃ
Ｎ
Ｐ
）」
の
形
成
に
向
け
た

検
討
港
湾
等
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
　

昨
今
の
脱
炭
素
化
や
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
な
ど
の
環
境
取
り
組

み
に
お
い
て
、
港
湾
地
域
や
コ

10
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め
に
も
、
本
市
の
発
注
さ
れ

る
工
事
総
額
、
発
注
量
の
維

持
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
設
計
業
者
へ
の
発
注
に
つ
い

て
、
他
の
市
町
で
は
入
札
の

際
、
市
内
に
本
社
を
有
す
る

業
者
を
特
定
し
地
元
業
者
へ

の
配
慮
を
行
う
な
ど
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本

市
で
も
同
様
な
取
り
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
設
計
の
入
札
に
つ

い
て
は
、
業
務
量
を
明
確
に

し
た
上
で
、
実
施
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

一
方
で
、
大
規
模
工
事
の

設
計
は
、
建
設
と
同
様
に
大

手
と
地
元
業
者
の
Ｊ
Ｖ
方
式

の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
公
共
工
事
は
年
度
初
め
の
発

注
が
少
な
く
、
第
四
四
半
期

に
工
事
が
集
中
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
年
度
早
期
の
発

注
や
２
年
に
ま
た
が
る
工
期

の
設
定
等
、
予
算
の
弾
力
的

な
運
用
に
よ
り
工
事
量
の
平

準
化
を
図
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

④
公
共
施
設
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
下
請
企
業
に
地
元
企
業

を
優
先
的
に
採
用
す
る
こ
と

を
元
請
企
業
に
条
件
付
き
と

指
導
を
行
う
等
、
数
多
く
の

地
元
企
業
が
工
事
に
参
加
で

き
る
よ
う
、
ま
た
、
施
工
業

者
に
お
け
る
市
内
業
者
の
割

合
が
50
％
以
上
に
な
る
よ
う

特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に

お
い
て
は
地
域
要
件
を
「
市

内
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

指
名
競
争
入
札
に
参
加
で
き

な
い
事
業
者
に
も
一
定
の
配

慮
は
必
要
で
あ
り
、
地
域
別

発
注
工
事
を
採
り
入
れ
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
条
件
付
一
般
競
争

入
札
に
お
い
て
も
、
指
名
競

争
入
札
と
同
様
に
“
役
員
が

重
複
す
る
等
の
関
連
企
業
の

参
加
”
に
つ
い
て
制
限
を
加

え
る
こ
と
を
定
義
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

９
．
災
害
時
の
応
援
体
制
強
化
に

つ
い
て

【
徳
山
／
建
設
部
会
】

　
　

令
和
８
年
７
月
の
熊
本
地

震
を
は
じ
め
、
近
年
多
発
す
る

自
然
災
害
に
対
し
、
災
害
時
の

応
援
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、

年
々
そ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
周
南
市
で
も
、
豪
雨

や
豪
雪
、
大
地
震
な
ど
、
い
つ

大
規
模
な
災
害
が
起
き
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
、
中

で
も
中
山
間
地
域
は
、
土
砂
崩

れ
や
河
川
の
氾
濫
、
大
雪
な
ど

に
よ
り
道
路
が
寸
断
さ
れ
住
民

が
孤
立
状
態
に
陥
る
な
ど
、
大

き
な
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　

災
害
発
生
か
ら
の
早
期
復

旧
・
復
興
、
市
民
の
命
を
守
る

た
め
に
は
、
地
元
の
民
間
事
業

者
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
は

不
可
欠
で
す
。

　
　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
も

人
流
・
物
流
機
能
を
維
持
す
る

た
め
、
建
設
業
や
運
輸
業
を
は

じ
め
、
地
域
を
支
え
る
多
く
の

民
間
企
業
が
所
属
す
る
商
工
会

議
所
と
し
て
も
で
き
る
限
り
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
応

援
協
定
の
拡
充
な
ど
、
災
害
時

の
体
制
を
強
固
に
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

10
．
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
に
係

る
支
援
に
つ
い
て（
一
部
新
規
）

【
徳
山
／
建
設
部
会
】

　
　

周
南
市
内
で
は
、
外
国
人

を
雇
用
す
る
企
業
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
企
業
の
外
国
人
労
働

者
の
雇
用
に
係
る
一
番
の
課
題

は
「
日
本
語
に
よ
る
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。

外
国
人
雇
用
に
係
る
日
本
語
の

教
育
や
人
材
派
遣
料
な
ど
の
経

費
に
対
し
て
１
／
２
以
上
の
補

助
を
盛
り
込
ん
だ
支
援
の
策
定

と
競
合
す
る
点
や
、
公
募
が
年

間
１
回
で
あ
る
点
な
ど
、
こ
ち

ら
も
創
業
者
に
と
っ
て
は
、
利

用
し
づ
ら
い
設
計
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　

つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
エ
リ

ア
を
都
心
軸
（
徳
山
港
～
徳
山

公
園
）
エ
リ
ア
ま
で
拡
充
し
た

店
舗
改
装
費
等
を
対
象
と
す
る

創
業
支
援
補
助
金
の
創
設
、
も

し
く
は
「
経
営
課
題
解
決
支
援

補
助
金
」
の
創
業
枠
の
新
設
及

び
年
間
複
数
回
に
わ
た
る
公
募

を
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要

望
し
ま
す
。

８
．
官
公
需
の
発
注
に
つ
い
て

【
徳
山
／
建
設
部
会
】

【
新
南
陽
／
建
設
部
会
】

①
周
南
市
が
発
注
さ
れ
る
工
事

に
つ
い
て
は
、
地
元
建
設
業

者
へ
の
受
注
機
会
増
大
に
努

め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

ま
た
、入
札
に
つ
い
て
は
、

山
口
県
や
他
市
の
取
り
組
み

を
参
考
に
さ
れ
、
優
良
な
取

り
組
み
は
積
極
的
に
導
入
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
元
建
設

業
者
の
受
注
機
会
の
確
保
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　

ま
た
、
市
内
建
設
業
界
の

技
術
向
上
、
人
材
確
保
の
た

す
が
、
中
心
市
街
地
の
持
続
的

発
展
や
回
遊
性
の
向
上
の
た
め

に
は
、
オ
フ
ィ
ス
の
み
な
ら
ず

飲
食
店
等
の
「
店
舗
」
が
ま
ち

な
か
に
定
着
す
る
こ
と
も
重
要

で
す
。

　
　

つ
き
ま
し
て
は
、「
ま
ち
な

か
オ
フ
ィ
ス
設
置
促
進
事
業
補

助
金
」
の
対
象
要
件
に
、
創
業

者
枠
と
し
て
飲
食
店
等
の
「
店

舗
」
も
含
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

⑵
創
業
者
の
た
め
の
支
援
制
度
の

新
設
や
既
存
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て

【
徳
山
／
理
財
部
会
】

　
　

昨
今
の
物
価
高
騰
は
、
創
業

時
の
資
金
調
達
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
創
業
者
に

対
す
る
金
銭
的
な
支
援
策
が
必

要
で
す
。

　
　
「
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
推
進

事
業
費
補
助
金
」
で
は
、
商
店

街
の
空
き
テ
ナ
ン
ト
に
入
居
す

る
等
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

で
、
創
業
時
の
改
装
費
等
に
対

す
る
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
対
象
エ
リ
ア
や
営
業
時
間

等
の
要
件
が
あ
り
、
利
用
す
る

創
業
者
は
限
ら
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
令
和
８
年
度
に
新
設
さ

れ
た
「
経
営
課
題
解
決
支
援
補

助
金
」
は
創
業
者
も
対
象
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
既
存
事
業
者

11
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安
心
し
て
活
用
で
き
な
い
状
況

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
認
定
基
準

及
び
ブ
ラ
ン
ド
の
定
義
を
整

理
・
見
直
し
、
事
業
者
が
活
用

し
や
す
い
制
度
づ
く
り
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑵
観
光
情
報
の
発
信
強
化
に
つ
い

て
（
新
規
）【徳

山
／
観
光
部
会
】

　
　

観
光
客
か
ら
、
ふ
ぐ
料
理

を
提
供
す
る
飲
食
店
や
予
約
方

法
、
瓦
そ
ば
な
ど
地
域
グ
ル
メ

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

市
内
飲
食
店
や
観
光
施
設
等

の
最
新
情
報
を
一
元
的
に
発
信

で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
紙
媒
体
も

活
用
し
、
観
光
客
が
利
用
し
や

す
い
情
報
発
信
体
制
を
構
築
さ

れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

⑶
徳
山
商
工
会
議
所
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

【
徳
山
／
青
年
部
】

　
　

徳
山
商
工
会
議
所
青
年
部

（
青
友
会
）
は
、
夏
ま
つ
り
及

び
ツ
リ
ー
ま
つ
り
の
企
画
運
営

を
担
当
し
、
周
南
市
か
ら
も
毎

年
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
昨
今
の
物
価
高
騰
や

想
定
を
超
え
る
工
事
費
、
警
備

費
な
ど
の
高
騰
に
よ
り
、
予
算

が
追
い
付
い
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
こ
の
状
況
が
続
く
と

イ
ベ
ン
ト
の
継
続
は
困
難
で
、

周
南
市
で
最
も
集
客
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
は
消
滅
し
ま
す
。

　
　

周
南
市
の
魅
力
発
信
に
貢

献
し
、
大
き
な
経
済
効
果
を
も

た
ら
し
、
何
よ
り
子
供
た
ち
の

将
来
に
わ
た
る
「
思
い
出
」
と

な
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
観
点
で
、
各
イ
ベ
ン
ト
へ
の

補
助
金
の
増
額
を
し
て
い
た
だ

き
、
よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
運
営
が
で
き
る
よ
う
ご
支

援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

13
．
エ
ア
コ
ン
購
入
へ
の
補
助
金

に
つ
い
て
（
新
規
）

【
新
南
陽
／
青
年
部
】

　
　

近
年
の
記
録
的
な
猛
暑
に
お

い
て
、
エ
ア
コ
ン
は
熱
中
症
か

ら
命
を
守
る
た
め
の
不
可
欠
な

労
働
安
全
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
２
０
２
７

年
度
の
省
エ
ネ
基
準
強
化
に
伴

う
本
体
価
格
の
上
昇
や
設
置
工

賃
の
高
騰
は
、
市
内
中
小
事
業

者
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
コ

ス
ト
負
担
と
な
り
、
空
調
設
備

の
更
新
や
新
規
導
入
の
「
買
い

控
え
」
を
招
く
こ
と
が
強
く
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
　

設
備
投
資
の
遅
れ
は
、
事
業

所
や
工
場
、
店
舗
等
の
空
調
が

古
い
ま
ま
（
あ
る
い
は
未
設
置

の
ま
ま
）
放
置
さ
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
、
そ
こ
で
働
く
従
業

員
の
労
働
環
境
を
著
し
く
悪
化

さ
せ
、
職
場
で
の
熱
中
症
リ
ス

ク
や
生
産
性
の
低
下
、
ひ
い
て

は
深
刻
な
人
材
流
出
を
招
く
な

ど
、
企
業
経
営
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
　

つ
い
て
は
、
市
内
中
小
事
業

者
が
厳
し
い
経
営
環
境
下
で
も

従
業
員
の
健
康
と
安
全
な
労
働

環
境
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
省

エ
ネ
エ
ア
コ
ン
の
導
入
・
更
新

費
用
に
対
す
る
強
力
な
補
助
金

制
度
の
創
設
・
拡
充
に
つ
い
て
、

特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

14
．
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
永
源
山
公
園
の

駐
輪
場
の
新
設
に
つ
い
て
（
新

規
）

【
新
南
陽
／
青
年
部
】

　
　

レ
ゾ
ナ
ッ
ク
永
源
山
公
園
に

お
い
て
は
、
休
日
や
イ
ベ
ン
ト

開
催
時
を
中
心
に
駐
輪
ス
ペ
ー

ス
が
無
く
、
園
内
通
路
や
歩
道

付
近
へ
の
駐
輪
が
見
受
け
ら
れ

る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
に
よ
り
、
歩
行
者
動
線

の
阻
害
や
接
触
事
故
等
の
安
全

面
へ
の
懸
念
が
生
じ
て
い
る
ほ

か
、
公
園
景
観
へ
の
影
響
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
　

ま
た
、
近
年
は
健
康
増
進

や
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
自
転

車
利
用
促
進
が
求
め
ら
れ
て
お

ス
ト
は
か
か
り
ま
す
が
、
将

来
的
な
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

の
削
減
や
人
的
リ
ソ
ー
ス
の

有
効
活
用
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
安
全
性
や
信
頼
性

を
十
分
に
検
証
し
な
が
ら
、

導
入
の
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。

②
一
方
で
、
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化

へ
の
対
応
に
配
慮
を
要
す
る

方
々
が
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
十
分
な
対
応

策
を
講
じ
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
窓
口
対
応
や
紙
媒
体

に
よ
る
手
続
き
の
維
持
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
、
相
談
体

制
の
充
実
な
ど
、
多
様
な
住

民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
り
組

み
を
併
せ
て
推
進
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

12
．
観
光
の
振
興
と
地
域
活
性
化

に
つ
い
て

⑴
「
徳
山
ふ
ぐ
」
を
活
用
し
た
観

光
振
興
に
つ
い
て
（
新
規
）

【
徳
山
／
観
光
部
会
】

　
　
周
南
市
を
代
表
す
る
観
光
資

源
と
し
て
「
徳
山
ふ
ぐ
」
を
積

極
的
に
活
用
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
と
情
報
発
信
の
強
化
を

図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、「
徳
山
ふ
ぐ
」
の
認

定
基
準
や
名
称
使
用
の
ル
ー
ル

が
分
か
り
に
く
く
、
事
業
者
が

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

ま
た
、
外
国
人
労
働
者
の

住
宅
に
つ
い
て
、
入
居
を
円
滑

化
す
る
た
め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
構
築
や
生
活
ル
ー
ル

（
ゴ
ミ
出
し
、
騒
音
な
ど
）
の

啓
発
に
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

11
．
加
速
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
・

Ａ
Ｉ
化
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
と
デ
ジ
タ
ル
に
不

慣
れ
な
方
に
対
す
る
対
応
に
つ

い
て
（
新
規
）

　
　
【
徳
山
／
情
報
・
文
化
・

サ
ー
ビ
ス
部
会
】

　
　

近
年
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め

と
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
急
速

に
進
展
し
て
お
り
、
行
政
運
営

に
お
い
て
も
、
業
務
の
効
率
化

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
た
積
極
的
な
活
用
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
人

手
不
足
が
進
む
中
、
限
ら
れ
た

行
政
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
も
、
下
記
の
行
政
Ｄ
Ｘ

の
推
進
・
支
援
の
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
地
方
選
挙
に
お
い
て
は
、
投

票
所
で
の
電
子
投
票
導
入
に

よ
り
、
開
票
事
務
の
効
率
化

に
よ
る
コ
ス
ト
の
大
幅
な
削

減
や
、
無
効
票
の
削
減
、
迅

速
な
結
果
公
表
な
ど
が
期
待

で
き
ま
す
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ

12
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つ
い
て
は
、
利
用
者
が
自
身

の
状
況
に
応
じ
て
可
否
を
容
易

に
判
断
で
き
る
よ
う
、
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
や
具
体
例
の
掲
載
、

手
続
き
の
要
否
が
一
目
で
分
か

る
表
記
へ
の
見
直
し
な
ど
、
市

民
・
事
業
者
目
線
に
立
っ
た
分

か
り
や
す
い
情
報
発
信
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
周
知
効
果

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
各
保

育
施
設
や
市
内
事
業
所
へ
の
案

内
方
法
、
広
報
手
段
の
充
実
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

18
．
新
南
陽
高
校
廃
校
等
に
伴
う

人
流
減
少
へ
の
対
策
と
エ
リ
ア

経
済
活
性
化
に
つ
い
て（
新
規
）

　
　
【
新
南
陽
／
商
業
部
会
、

　
　
　
　
飲
食
・
理
容
・
美
容
・

サ
ー
ビ
ス
部
会
】

　
　

新
南
陽
高
校
が
南
陽
工
業
高

校
と
再
編
統
合
さ
れ
、
現
・
新

南
陽
高
校
が
廃
校
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
地
域
経
済

や
活
気
を
支
え
て
き
た
学
生
の

通
学
動
線
が
失
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
学
生
に
よ
る
経
済

効
果
は
未
知
数
で
す
が
、
学
生

と
い
う
貴
重
な
若
者
の
人
流
が

減
少
す
る
影
響
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
山
口
銀
行
富
田

支
店
の
移
転
も
重
な
り
、
新
南

陽
駅
〜
政
所
〜
永
源
山
公
園
の

通
り
か
ら
一
段
と
人
が
通
ら
な

く
な
る
危
機
が
目
前
に
迫
っ
て

い
ま
す
。

　
　

こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
経
済
で
つ
な
が
ら
な
け
れ

ば
人
流
も
つ
な
が
ら
な
い
と
い

う
視
点
を
持
ち
、
地
域
経
済
へ

の
影
響
を
見
据
え
た
新
た
な
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
　

つ
き
ま
し
て
は
、
新
南
陽
駅

〜
政
所
〜
永
源
山
公
園
を
「
一

本
の
連
な
り
の
あ
る
エ
リ
ア
」

と
し
て
一
体
化
で
き
る
具
体
的

な
施
策
を
講
じ
、
持
続
的
な
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
を
強
く
要
望
い
た

し
ま
す
。

　
　

新
規
出
店
を
促
す
な
ど
の

経
済
的
な
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
人
の
流
れ

を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
そ
の

施
策
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
人
流

を
確
実
に
地
域
内
消
費
へ
と
繋

げ
る
た
め
、
独
自
の
「
地
域
通

貨
」
の
導
入
に
向
け
た
行
政
か

ら
の
財
政
的
・
技
術
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
あ
わ
せ
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

特
に
、
県
立
高
校
再
編
整
備

計
画
に
よ
り
、
２
０
３
１
年
に

新
南
陽
高
校
と
南
陽
工
業
高
校

を
再
編
統
合
し
て
、
現
南
陽
工

業
高
校
を
校
地
と
す
る
新
高
校

が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
　

現
状
、
新
南
陽
高
校
生
約

４
８
０
名
の
生
徒
が
毎
日
通
学

し
て
お
り
ま
す
。
新
南
陽
高
校

が
廃
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
通

学
路
上
の
商
店
、
地
域
住
民
は

非
常
に
寂
し
く
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。

　
　

地
域
商
工
業
者
よ
り
、
新

南
陽
高
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
、
地
域
の
活
性
化
と
教
育
機

能
の
充
実
を
求
め
る
声
も
あ

が
っ
て
お
り
ま
す
。
国
・
文
部

科
学
省
等
で
は
、
廃
校
利
用
に

あ
た
っ
て
の
国
庫
補
助
制
度
を

設
け
る
な
ど
の
活
用
促
進
を
図

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

周
南
市
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
新
南
陽
高
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
、
早
急
な
ご
対
応
を

ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

19
．
福
川
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

（
新
規
）

　
　
【
新
南
陽
／
飲
食
・
理
容
・

美
容
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
】

　
　

２
０
３
１
年
に
新
南
陽
高
校

と
南
陽
工
業
高
校
が
統
合
予
定

で
あ
り
、
ト
イ
レ
の
改
修
や
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
地
域
の
安
全

安
心
な
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い

て
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

等
の
買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
に

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

　
　

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者
の
運
転
免
許
返
納
を
促

し
、
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と

に
繋
が
り
ま
す
。

17
．
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償

化
制
度
に
関
す
る
周
知
内
容
の

改
善
に
つ
い
て
（
新
規
）

【
新
南
陽
／
青
年
部
】

　
　

第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償

化
制
度
は
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
軽
減
の
み
な
ら
ず
、

市
内
中
小
企
業
に
お
け
る
育
児

休
業
か
ら
の
早
期
復
職
や
、
深

刻
な
人
手
不
足
下
で
の
貴
重
な

労
働
力
確
保
・
定
着
を
後
押
し

す
る
極
め
て
重
要
な
経
済
・
雇

用
施
策
で
も
あ
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
周

南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内

容
は
、
対
象
者
の
判
定
方
法
、

手
続
き
の
要
否
、
制
度
適
用
の

違
い
な
ど
が
複
雑
で
分
か
り
に

く
く
、
早
期
復
職
を
目
指
し
て

従
業
員
の
保
育
先
を
探
す
事
業

主
や
保
護
者
に
と
っ
て
、
制
度

の
活
用
を
躊
躇
さ
せ
る
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
発
信
の

遅
れ
や
誤
認
は
、
結
果
と
し
て

復
職
時
期
の
遅
延
を
招
き
、
企

業
の
生
産
性
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
ま
せ
ん
。

り
、
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境

整
備
は
重
要
性
を
増
し
て
い
ま

す
。

　
　

つ
い
て
は
、
来
園
者
の
利
便

性
向
上
及
び
安
全
確
保
、
並
び

に
円
滑
な
公
園
運
営
の
た
め
、

駐
輪
場
の
新
設
に
つ
い
て
ご
検

討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

15
．
周
南
市
学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ

の
更
な
る
活
用
に
つ
い
て

【
新
南
陽
／
女
性
会
】

　
　
周
南
市
学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ

は
長
年
の
希
望
で
あ
っ
た
エ
ア

コ
ン
設
備
が
完
備
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
駅
か
ら
徒
歩
７
分
と

い
う
立
地
を
活
か
し
て
今
以
上

に
活
用
し
て
い
き
た
い
の
で
、

宣
伝
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

し
、活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
規
模
・
中
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

実
施
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
新

南
陽
地
区
の
活
性
化
に
繋
が

り
、
市
民
の
生
活
が
よ
り
充
実

し
た
も
の
に
な
る
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。

16
．
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
街
づ

く
り
の
推
進【新

南
陽
／
女
性
会
】

　
　

市
民
の
高
齢
化
に
伴
い
、
買

物
弱
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

乗
合
タ
ク
シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
を
運
行
し
、
日
々

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食
料
品

13
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『商工会議所福祉制度』
キャンペーン実施のお知らせ

※「 ベ スト ウイズ クラブ」 は、
商工会議所共済制度・福祉制度
の普及・推進を目的とし全国各
地の商工会議所およびアクサ生
命保険株式会社により運営され
ている組織です。

　 ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」
を10月1日〜11月30日まで実施しております。
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会
員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向
上にお役立ていただくことを主な目的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆
様の保障や退職金準備他、入院・介護・老後に備
えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当
職員がお伺いした際には、是非ご協力下さいますよ
うお願い申し上げます。

会員共済制度 Part Ⅱ必ずチェック！最低賃金！

山口県 最低賃金（1時間）

最低賃金（1時間） 最低賃金（1時間）

山口県最低賃金が
改正されます

1,101円
1,180円 1,141円

詳しいことは、山口労働局労働基準部賃金室 TEL 083-995-0372
   又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねください。

パート、アルバイト等を含めすべての労働者に
最低賃金以上の賃金を支払わなければなりません。

※「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「百貨店、総合スーパー
マーケット」の特定最低賃金は、今回改正された山口県最低賃金を下回ります。　

　このため、令和８年10月８日から山口県最低賃金時間額1,101円が適用となります。

58円
前年比

鉄鋼業
非鉄金属製錬・精製業
非鉄金属・同合金圧延業
非鉄金属素形材製造業　　　

輸送用
機械器具
製造業

このほか、山口県内では次の特定最低賃金を定めています。

発効日

令和8年
10月8日

効力発生日
令和７年12月15日

　

。
催
開
を
会
体
全

 

れ
ら
べ
述
が
礼
御
る
す
対
に
力
協
の
へ
う
よ
ん
な
ん
し
タ

力
協
な
的
続
継
の
へ
動
活
会
性
女
の
後
今
、
に
も
と
と
る

。
た
れ
ら
け
か
び
呼
が

　

サ
り
よ
局
務
事
て
い
続

、
れ
わ
行
が
告
報
支
収
の
う

確
を
益
利
る
回
上
を
年
昨

さ
告
報
が
と
こ
た
き
で
保

。
た
れ

　

動
活
の
期
半
下
度
年
今

修
研
、
は
て
い
つ
に
画
計

の
修
研
察
視
や
施
実
の
会

な
発
活
て
い
つ
に
地
的
目

。
た
れ
わ
行
が
換
交
見
意

人
は
期
半
下
、
果
結
の
そ

る
す
と
め
じ
は
を
座
講
権

り
取
に
動
活
修
研
な
様
多

。
た
し
致
一
で
と
こ
む
組

第
3
回 

会
体
全

9
月
9
日

　年会費は12,000円（別途少額の負担金を頂く場合もあります）で
当商工会議所会員事業所の女性の方はどなたでも会員になることが
できます。
　女性ならではの発想で地域に貢献し、会員同士の友情とネット
ワークが広がります！
　お気軽にお問い合わせ下さい。
問い合わせ　新南陽商工会議所女性会事務局　☎ 63－3315（担当 濱・米田）

新南陽商工会議所
女性会では

会員を募集
しております！！

新南陽商工会議所
女性会では

会員を募集
しております！！

新南陽商工会議所
女性会では

会員を募集
しております！！

14
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新南陽商工会議所青年部
随時会員募集中!

 ・ 新南陽商工会議所会員事業所の経営者、
　後継者又は従業員の方
 ・ 満45歳以下の方 お気軽にお問い合わせください。

Instagram facebook

お問合せ　新南陽商工会議所青年部事務局　周南市宮の前2-6-13　TEL：0834-63-3315

入会資格

青年部アカウント

　

８
月
29
日（
土
）

に
光
市
に
て
第

３
回
会
長
会
議
・

役
員
会
が
開
催
さ

れ
当
青
年
部
か
ら

５
名
が
参
加
し

た
。

　

当
日
は
役
員
会

や
会
長
会
議
が
開

催
さ
れ
、
各
地
域

の
青
年
部
か
ら
参

加
し
た
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に
、
今
後

の
青
年
部
活
動
等

に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
っ
た
。

　

会
議
終
了
後
に

は
懇
親
会
も
開
催

さ
れ
、
参
加
者
同
士
で
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
各

地
の
青
年
部
の
活
動
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
た
。

令
和
８
年
度

山
口
県
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

第
３
回
会
長
会
議・役
員
会

９
月
度
例
会

青 年 部 活 動 報 告
8
月
29
日

9
月
9
日

　

９
月
９
日
（
水
）
に
９

月
度
例
会
が
新
南
陽
商
工

会
議
所
に
て
開
催
さ
れ

た
。

　

例
会
で
は
、
天
満
会
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
11
月

開
催
予
定
の
「
ム
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
し
ん
な
ん
よ

う
」
に
つ
い
て
、
会
長
か

ら
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

説
明
で
は
、
ム
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
し
ん
な
ん
よ

う
が
ど
の
よ
う
に
始
ま

り
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
形
で
開
催
さ
れ
て
き
た

の
か
、
そ
の
成
り
立
ち
や
歴
史
に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
。
ま
た
、

青
年
部
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
本
イ
ベ
ン
ト
の
組
織
体
制

に
つ
い
て
、
組
織
図
を
用
い
な
が
ら
各
担
当
の
役
割
や
連
携
に

つ
い
て
確
認
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
ひ
と
り
1
人
が
イ
ベ
ン
ト
の
成
り
立
ち
や
自
身

の
役
割
に
つ
い
て
改
め
て
理
解
を
深
め
、
今
後
の
開
催
に
向
け

て
青
年
部
と
し
て
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
機
会
と

な
っ
た
。

15

https://www.facebook.com/shinnanyo.yeg
https://www.instagram.com/shinnanyo_yeg/
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研修カリキュラム・日程等は中小企業大学校広島校のホームページをご参照ください。

新南陽商工会議所では中小企業の事業主や後継者・従業員を対象に、経営に
関する資質の向上と技術力を強化することを目的に、中小企業大学校への派遣
研修を推進します。 御社の人材育成に是非ご利用ください。

中小企業大学校広島校ホームページ
https://www.smrj.go.jp/institute/hiroshima/index.html

新南陽商工会議所 中小企業相談所

申請様式はこちら

会員
限定

こちらの
「サテライトゼミ」も
受講料補助の
対象です！

こちらも
チェック!

16

https://www.smrj.go.jp/institute/hiroshima/index.html
https://www.s-cci.or.jp/blog/hozyo12899.html
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こちらの
「サテライトゼミ」も
受講料補助の
対象です！

こちらも
チェック!

お問い合わせ先 新南陽商工会議所　TEL（0834）63－3315

17

https://www.smrj.go.jp/institute/hiroshima/training/sme/2026/HI265700.html
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新
南
陽
地
域
の
2
0
2
6
年
4
月
～

6
月
期
の
業
況
Ｄ
Ｉ
の
全
産
業
合
計
値

は
案
▲
66
．
７
%
と
な
り
、
前
回
調
査

（
2
0
2
6
年
1
月
～
3
月
期
）
の
▲

60
．
０
%
と
比
較
し
て
マ
イ
ナ
ス
幅
が

6
．
７
ポ
イ
ン
ト
拡
大
（
悪
化
）
し
た
。

　

全
国
の
「
第
1
8
4
回
中
小
企
業
景

況
調
査
（
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
）」

全
産
業
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、
前
回
調
査
と

比
較
し
て
1
．1
ポ
イ
ン
ト
低
下（
悪
化
）

し
た
。

2
0
2
6
年
4
月
～
6
月
（
現
状
）
に
お
け
る
景
況
感
と
、

2
0
2
6
年
7
月
～
9
月
（
今
後
）
に
お
け
る
景
況
見
通
し

新
南
陽
地
域
の
企
業
63
社

商
工
会
議
所
経
営
指
導
員
等
職
員
の
巡
回
相
談
時
に
調
査
票
回
収

「
業
況
」、「
売
上
高
」、「
採
算
」、「
仕
入
単
価
」、「
従
業
員
」、

「
設
備
」、「
資
金
繰
り
」

　  
会
員
の
皆
様
に
お
聞
き
し
ま
し
た

新
南
陽
の
景
況
感

　

新
南
陽
地
域
の
今
後
３
カ
月

（
2
0
2
6
年
7
月
～
９
月
）
の
先
行
き

見
通
し
業
況
Ｄ
Ｉ
全
産
業
合
計
値
は
▲

43
．
８
%
と
な
り
、
現
状
と
比
較
し
て

マ
イ
ナ
ス
幅
が
22
．
９
ポ
イ
ン
ト
拡
小

（
改
善
）
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
の
今
後
3
カ
月
の
先
行
き
見
通
し

「
第
1
8
4
回
中
小
企
業
景
況
調
査
」
の

全
産
業
合
計
値
は
2
．
1
ポ
イ
ン
ト
低

下（
悪
化
）す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

原
材
料
・
資
材
価
格
の
上
昇
や
調
達

難
の
影
響
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
設

備
投
資
需
要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
建

設
業
や
製
造
業
、
卸
売
業
で
改
善
の
動

き
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
物
価
高
対
策

や
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
へ
の
期
待
、
価
格
転

嫁
の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
小
売
業
で
も

改
善
が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
サ
ー
ビ
ス

業
で
は
調
達
価
格
の
高
騰
な
ど
が
続
い

て
お
り
、
価
格
転
嫁
に
よ
る
採
算
改
善

が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
企
業
経
営
へ
の

負
担
は
継
続
し
て
い
る
。

（
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査
2
0
2
6

年
6
月
）

【
卸
・
小
売
業
】

　

従
業
員
Ｄ
Ｉ
の
項
目
は
前
年
同
期
比

で
悪
化
し
て
い
る
。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ
、
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
は
改

善
し
て
い
る
。

　

設
備
Ｄ
Ｉ
は
前
回
に
引
き
続
き
、
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

業
況
Ｄ
Ｉ
、
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
、
採

算
Ｄ
Ｉ
は
前
回
に
引
き
続
き
全
て
▲

1
0
0
％
（
全
事
業
者
が
悪
い
と
回
答
）

で
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
3
カ
月
の
先
行
き
見
通
し
で
は
、

従
業
員
Ｄ
Ｉ
は
改
善
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ
、
設
備
Ｄ
Ｉ
は
悪
化
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

中
東
情
勢
の
悪
化
に
よ
る
仕
入
単
価

の
上
昇
や
原
材
料
不
足
、
個
人
消
費

の
減
少
な
ど
の
影
響
が
あ
る
と
報
告
有

り
。

【
製
造
業
】

　

設
備
Ｄ
Ｉ
の
項
目
は
前
年
同
期
比
で

悪
化
し
て
い
る
。

　

売
上
高
Ｄ
Ｉ
、
従
業
員
Ｄ
Ｉ
は
改
善

し
て
い
る
。

　

採
算
Ｄ
Ｉ
、
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
、
業
況

Ｄ
Ｉ
、
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
前
回
に
引
き

続
き
全
て
▲
1
0
0
％
（
全
事
業
者
が

悪
い
と
回
答
）
で
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
。

　
今
後
3
カ
月
の
先
行
き
見
通
し
で
は
、

業
況
Ｄ
Ｉ
、
売
上
高
Ｄ
Ｉ
、
採
算
Ｄ
Ｉ

は
改
善
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
悪
化
す
る
見
込
み
の
項
目
は
無
い
。

　

単
価
の
見
直
し
は
さ
れ
た
が
、
原
材

料
や
人
件
費
の
高
騰
で
利
益
の
確
保
が

困
難
な
報
告
有
り
。

【
サ
ー
ビ
ス
業
】

　
業
況
Ｄ
Ｉ
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
、採
算
Ｄ
Ｉ
、

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
改
善
し
て
い
る
。

　

仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
、
設
備
Ｄ
Ｉ
、
従
業

員
Ｄ
Ｉ
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
3
カ
月
の
先
行
き
見
通
し
で
は
、

業
況
Ｄ
Ｉ
、
売
上
高
Ｄ
Ｉ
は
悪
化
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
前
年
同
期
比
か
ら

引
き
続
い
て
改
善
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。

　

中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
顧
客
の
稼

働
率
低
下
や
、
塗
料
・
シ
ン
ナ
ー
、
包

材
等
の
価
格
上
昇
に
よ
る
利
益
減
少
が

み
ら
れ
る
と
の
報
告
有
り
。

【
飲
食
・
宿
泊
業
】

　
業
況
Ｄ
Ｉ
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
、採
算
Ｄ
Ｉ
、

従
業
員
Ｄ
Ｉ
、
資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
改
善

し
て
い
る
。

　

仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
、
設
備
Ｄ
Ｉ
は
横
ば

い
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
3
カ
月
の
先
行
き
見
通
し
で
は
、

業
況
Ｄ
Ｉ
、
売
上
高
Ｄ
Ｉ
、
採
算
Ｄ
Ｉ
、

産

業

全

体

調

査

概

要

調
査
対
象
期
間

調
査
対
象

調
査
方
法

調
査
項
目

監
修
・
分
析
／
マ
サ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

代
表

中
小
企
業
診
断
士
　
佐
伯
　
昌
之
　
氏

全
体
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
前
回
調
査
と
比
較
し
て
悪
化
し
て
い
る
。
今
後

3
カ
月
の
先
行
き
見
通
し
で
は
業
況
Ｄ
Ｉ
は
改
善
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
、
緩
や
か
な
回
復
に
期
待
す
る
。
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資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
引
き
続
き
改
善
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
悪
化
す
る
見
込
み
の
項
目
は
無
い
。

　

原
材
料
や
資
材
・
資
源
価
格
の
高
騰

が
続
い
て
い
る
ほ
か
、
従
業
員
の
出
勤

を
減
ら
し
、
人
件
費
を
削
減
し
て
い
る

と
の
報
告
有
り
。

【
建
設
業
】

　

業
況
Ｄ
Ｉ
、
売
上
高
Ｄ
Ｉ
、
採
算
Ｄ

Ｉ
の
項
目
は
前
年
同
期
比
で
悪
化
し
て

い
る
。

　
設
備
Ｄ
Ｉ
の
み
改
善
し
て
い
る
。

　

仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
、
従
業
員
Ｄ
Ｉ
、
資

金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
３
カ
月
の
先
行
き
見
通
し
で
は
、

採
算
Ｄ
Ｉ
の
み
悪
化
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
い
る
。

　

業
況
Ｄ
Ｉ
、
売
上
高
Ｄ
Ｉ
は
改
善
す

る
見
込
み
。

●●●●●● 会員の声 ●●●●●●

【小売業】
◇中東情勢の悪化により仕入れ単価の大幅な上昇。
◇原材料不足、高騰、個人消費減少、景気悪化。
◇仕入価格の動向、多角・多様化、経営の効率化（スクラップ＆ビルド）。

【製造業】
◇主要顧客の鉄鋼の長期低迷は、変わらず。さらに、資材、電力等の上昇に

より収益を圧迫しつつある。
◇お客様との単価交渉により数年～数十年ぶりに単価が見直されたことで売

上増となるが、人件費や資材費の高騰により利益ベースの変動はない。定期・
中途採用に苦戦しており、技能伝承や世代交代が思うように進んでいない。

◇原材料の高騰だけでなく、不足も出てきている。
◇お客さんの高齢化により、買いに来れなくなることが増加。若いお客さんを

増やしていきたい。
【サービス業】

◇塗料・シンナー等の価格高騰により利益減少。
◇中東情勢の影響による顧客の稼働率低下から状況悪化傾向。
◇包材関連が値上げ、不足して原材料の高騰で利益の減少。
◇冬の販売会で大きく売り上げが上がる見込み。

【飲食・宿泊業】
◇物価上昇に伴い、商品の値段を上げる予定。試しているサービスが好調の

ため、力を入れていく。
◇従業員の出勤を減らし、人件費を削減した。
◇この度、プレミアム商品券のおかげで、お客さんが増えているのは、実感し

ています。
【建設業】

◇業界全体がアメリカ・イランの影響を受け、様子伺いになり動きが鈍い結果、
設備投資へ資金が流通しづらい環境となっているように見受けられる。

◇資機材の納期遅延が多い。
◇昨年からの大きな工事が終了し、現在小さな現場が複数となったので、業

務ばかりが増えて売上が上がらない状況となっています。仕入原価は上がっ
ていますが、なかなか価格に転嫁できず、採算は厳しい状況です。しかし、
前期の内に設備投資や人員確保をすることができたので、今期についてあま
り悲観的にはとらえていません。DXなどを活用して業務効率を上げていくこ
とも目指しており、経営状況は想定内であると考えております。

【運輸業】
◇船員不足で採用活動に苦慮している。
◇仕事量減、人員不足に対して仕入単価増でしばらく好転の兆しはありません。
◇人員の高齢化、若手の採用に苦慮。少ない人員で現場を回せるシステムの

普及に期待。
◇売上に経費を転嫁しきれていない。

DI（景気判断指数）値とは？
　DI 値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き
傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナス値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。
　従って、売上高などの実数値の上昇率をしめすものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。
　DI ＝（増加・好転などの回答の割合）−（減少・悪化などの回答割合）
　業況・採算：（好転）−（悪化）
　　　　売上：（増加）−（減少）

全体 卸・小売業 製造業 サービス業 飲食・宿泊業 建設業 運輸業

前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し 前年比 見通し

業況 -66.7 -43.8 -100.0 -100.0 -100.0 -33.3 0.0 -14.3 -50.0 -33.3 -100.0 20.0 -71.4 -100.0

売上高 -25.7 -25.9 -33.3 -71.4 -33.3 -20.0 14.3 0.0 -50.0 -33.3 -33.3 0.0 -33.3 0.0

採算 -58.6 -61.5 -100.0 -100.0 -100.0 -50.0 -14.3 -14.3 -50.0 -33.3 -33.3 -100.0 -66.7 -100.0

仕入単価 -95.7 -95.7 -77.8 -77.8 -100.0 -100.0 -100.0 -100.0 -100.0 -100.0 -100.0 -100.0 -100.0 -100.0

従業員 88.2 100.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

設備 0.0 0.0 100.0 0.0 -33.3 -33.3 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 -100.0 -100.0

資金繰り -69.2 -29.4 -100.0 -100.0 -100.0 -100.0 -50.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 -100.0 -100.0

※前年比…2026 年４月～６月と前年同月の比　見通し…今後３ヶ月（2026 年７月～９月 ) の見通し

　

設
備
投
資
需
要
を
背
景
に
改
善
の
動

き
が
み
ら
れ
る
一
方
、
資
機
材
の
納
期

遅
延
が
多
く
、
設
備
投
資
に
資
金
が
流

れ
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
と
の
報

告
有
り
。

【
運
輸
業
】

　
業
況
Ｄ
Ｉ
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
、採
算
Ｄ
Ｉ
、

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
は
前
年
同
期
比
で
悪
化

し
て
い
る
。

　
改
善
し
て
い
る
項
目
は
無
い
。

　

仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
、
従
業
員
Ｄ
Ｉ
、
設

備
Ｄ
Ｉ
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
３
カ
月
の
先
行
き
見
通
し
で
は
、

業
況
Ｄ
Ｉ
、
採
算
Ｄ
Ｉ
は
更
に
悪
化
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
売
上
高
Ｄ
Ｉ
の
み
改
善
す
る
見
込
み
。

　

若
手
人
材
の
採
用
に
苦
慮
し
て
い
る

ほ
か
、
売
上
に
経
費
を
転
嫁
し
き
れ
て

い
な
い
と
の
報
告
有
り
。
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10月～12月の
加入・増額申し込み時の掛金控除について

■当年の所得控除対象となる申込月と支払方法の対応表

令和8年10月 令和8年11月 令和8年12月 令和9年 1月

対　象 対　象 対象外現金あり

現金なし 対象外

対　象

対　象 対象外 対象外

　例年10月～12月は、年末調整や確定申告を見据え、加入・増額の申込時に掛金前納や半年払い、
年払いをご希望される方が多くなります。
　11月～12月に「現金なし」で加入・増額の申込みをされた場合、初回のご請求（口座振替）が翌年
となり、年内に申し込み分の支払いがないため、当年（令和8年）の所得控除の対象になりません
（翌年（令和9年）の控除対象となります）。

今年度所得控除にまだ間にあう！！

増額なしでの前納は、「現金あり」での納付は
できませんのでご注意ください。

ご注意
ください

将来への備え と 節税 に

小規模企業共済のすすめ
とは？

　小規模企業の個人事業主、会社等の役員が事業
を廃止したり、役員を退いた時の生活の安定、または
事業の再建等を図る資金をあらかじめ準備したり
しておくための、いわば「経営者の退職金制度」 
といえる制度です。

貯蓄をして将来に備えたい
少しでも節税をしたい
経営が苦しくなった時に掛金を納付できるか心配
売上が落ちて経営を続けることが大変な時に
どうしたらいいかわからない
将来のために少しでも多くの資金を貯めたいが
自身で運用する時間がない

既加入者の前納手続きについて
増額なしでの前納は、「掛金一括納付申請書」の提出が必要です。
10月23日(金)までに、当商議所までお問い合わせください。

小規模企業共済に
加入・増額して
みませんか？

こ ん な 方 に お す す め

※新規加入を除く

加入状況によって、手続きが異なります。お気軽にお問い合わせください。
☎（0834）   63－3315新南陽商工会議所

当年（令和8年）の所得控除を
ご希望される場合は、

必ず年内に「現金あり」で
お申込みください。
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中小企業診断士。株式会社IAC代表
取締役社長。商社にて営業職として
米国・インドネシア・タイへの海外
駐在を経験し、管理部門業務にも従事。その後メーカー
での営業経験を経て独立。2008年より現在に至るま
で東京商工会議所コーディネーターとして中小企業支援
に携わる。さらに東京都中小企業振興公社「企業変革ス
クール」講師兼チーフアドバイザーを務めるほか、大手
研修会社、中小企業大学校、AFJ日本農業大学校、全国
各地の商工会議所にて、海外展開・経営者塾・創業塾・
マネジメントと育成・新人研修・営業展開・コンプライ
アンスなどでの講師として幅広く活動している。

■コラム／ 秋島　一雄
　　　　　 あきしま・かずお

サービス
コラム

中小企業あるある相談室

　『売り上げ至上主義』が会社を苦しめる
　　　　　　　　―逆ザヤを生む営業評価制度

 中小企業診断士　秋島　一雄
　
「
売
り
上
げ
は
増
え
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
か
利
益
が
残
ら
な
い
」

　

こ
れ
は
中
小
企
業
支
援
の
現
場
で
、
非

常
に
よ
く
耳
に
す
る
悩
み
で
す
。
決
算
書

を
見
る
と
、
売
上
高
は
前
年
よ
り
伸
び
て

い
る
。
し
か
し
、
利
益
は
ほ
と
ん
ど
出
て

い
な
い
、あ
る
い
は
赤
字
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
企
業
で
は
、
実
は
“
逆
ザ
ヤ
”

の
受
注
が
常
態
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

逆
ザ
ヤ
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
「
売

れ
ば
売
る
ほ
ど
利
益
が
減
る
状
態
」
で

す
。
本
来
、
仕
事
は
利
益
を
生
み
出
す
た

め
に
受
注
す
る
も
の
で
す
が
、
原
価
よ
り

安
い
価
格
で
受
注
し
て
し
ま
え
ば
、
忙
し

く
な
っ
て
も
会
社
に
は
お
金
が
残
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
受
注
量
が
増
え
る
ほ
ど
資

金
繰
り
は
苦
し
く
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
逆
ザ
ヤ
が
起
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
原
価
管
理
が
で

き
て
い
な
い
こ
と
も
一
因
で
す
。
材
料
費

や
人
件
費
、
外
注
費
、
輸
送
費
な
ど
を
正

確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め
、「
利
益

が
出
て
い
る
つ
も
り
」
で
受
注
し
て
し
ま

う
の
で
す
。
特
に
昨
今
は
、
原
材
料
高
や

人
件
費
上
昇
が
急
激
に
進
ん
で
お
り
、
昔

の
感
覚
の
ま
ま
価
格
を
決
め
て
い
る
と
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
赤
字
案
件
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
私
は
、
そ
れ
以
上
に
大
き
な
問

題
は
、「
営
業
成
績
の
評
価
が
売
り
上
げ

中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
多
く
の
企
業
で
は
、
営
業
担
当

者
は
「
い
く
ら
売
っ
た
か
」
で
評
価
さ
れ

ま
す
。
す
る

と
営
業
現
場

で
は
、「
利
益

率
が
低
く
て

も
、
と
に
か
く

受
注
を
増
や
そ

う
」
と
い
う
行

動
に
な
り
が
ち

で
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、

「
赤
字
で
も
案

件
を
取
っ
て
こ

い
」
と
い
う
空

気
す
ら
生
ま
れ

ま
す
。
営
業
担

当
者
か
ら
す
れ

ば
、
利
益
よ
り

も
売
上
数
を
優

先
す
る
の
は
当

然
の
こ
と
で

す
。

　

つ
ま
り
、
逆
ザ
ヤ
は
営
業
担
当
者
個
人

の
問
題
で
は
な
く
、
会
社
の
仕
組
み
の
問

題
な
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
収
益
改
善

の
第
一
歩
は
、「
逆
ザ
ヤ
受
注
を
や
め
る

こ
と
」
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
は

評
価
制
度
を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
売
り
上
げ
だ
け
で
は
な
く
、「
粗
利

額
」
や
「
利
益
率
」
も
含
め
て
評
価
す
る

こ
と
、
あ
る
い
は
、「
安
売
り
を
し
な
い

営
業
」
を
正
当
に
評
価
す
る
な
ど
の
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

実
際
、
利
益
重
視
に
切
り
替
え
た
企
業

で
は
、「
売
り
上
げ
は
少
し
減
っ
た
が
、

利
益
は
大
き
く
改
善
し
た
」
と

い
う
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
経
営
に
お
い
て
本
当
に
大

切
な
の
は
、“
ど
れ
だ
け
売
っ
た

か
”
で
は
な
く
、“
ど
れ
だ
け
利

益
を
残
し
た
か
”
だ
か
ら
で
す
。

忙
し
い
の
に
も
う
か
ら
な
い
会

社
ほ
ど
、
ま
ず
見
直
す
べ
き
は

“
売
り
上
げ
”
で
は
な
く
、
評
価

制
度
で
あ
り
、“
利
益
の
出
な
い

仕
事
を
続
け
て
い
な
い
か
ど
う

か
”
の
再
確
認
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

22

https://syunanshi-shouhinken.com


No.413  2026.10

　

長
期
金
利
（
新
発
10
年
物
国
債
利
回

り
）
が
２
０
２
６
年
８
月
17
日
に
２
．

９
２
０
％
［
注
１
］
ま
で
上
昇
し
た
。
こ

の
水
準
に
到
達
す
る
ま
で
の
近
年
の
上
昇

ス
ピ
ー
ド
は
か
な
り
速
い
と
い
え
る
。
日

本
銀
行
（
日
銀
）
が
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

の
解
除
を
決
定
し
た
24
年
３
月
19
日
の
金

融
政
策
決
定
会
合
前
の
、１
月
の
０
．６
％

前
後
［
注
２
］
か
ら
約
２
年
半
で
約
５
倍
の

水
準
に
急
上
昇
し
、
１
９
９
６
年
10
月
18

日
に
２
．
９
０
４
％
に
達
し
て
以
降
、
約

30
年
ぶ
り
の
高
い
水
準
と
な
っ
た
。

　

長
期
金
利
の
形
成
に
つ
い
て
、
直
近
の

日
銀
レ
ビ
ュ
ー
［
注
３
］
で
は
、「
理
論
的

に
は
『
将
来
の
短
期
金
利
の
予
想
』
に
、

国
債
保
有
に
伴
う
各
種
リ
ス
ク
に
応
じ
た

『
タ
ー
ム
・
プ
レ
ミ
ア
ム
』
を
加
え
て
形

成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
」と
し
て
い
る
。

タ
ー
ム
・
プ
レ
ミ
ア
ム
と
は
、
長
期
の
債

券
を
保
有
す
る
際
に
生
じ
る
価
格
変
動
リ

ス
ク
や
流
動
性
リ
ス
ク
な
ど
の
対
価
と
し

て
、
投
資
家
が
要
求
す
る
短
期
金
利
の
将

来
平
均
に
上
乗
せ
す
る
金
利
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
長
期
金
利
の
変

動
要
因
［
注
３
］
と
し
て
、
こ
れ
ら
リ
ス

ク
を
顕
在
化
さ
せ
る
⑴
経
済
・
物
価
情
勢
、

⑵
金
融
政
策
、
⑶
財
政
政
策
に
対
す
る
先

行
き
の
市
場
の
見
方
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
す
れ
ば
、
今
後
の
長
期

金
利
の
上
昇
要
因
と
し
て
主
に
以
下
の
三

つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
上
記
の
⑴
に
関
連
す
る
要
因

と
し
て
は
、
現
状
の
歴
史
的
円
安
が
継
続

し
て
、
輸
入
物
価
の
押
し
上
げ
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
上
昇
な
ど
に
よ
る
企
業
物
価
指

数
の
高
い
伸
び
に
つ
な
が
り
、
消
費
者
物

価
へ
さ
ら
に
波
及
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ

レ
再
燃
の
懸
念
が
高
ま
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
上
記
の
⑵
に
関
連
し
て
、
日

銀
の
早
期
追
加
利
上
げ
観
測
が
強
ま
る
こ

と
と
、
日
銀
の
国
債
買
い
入
れ
減
額
に

よ
る
国
債
市
場
の
需
給
が
不
安
定
化
す

る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
市
場
で
は

２
０
２
６
年
９
月
利
上
げ
の
観
測
が
強
ま

り
、
そ
の
後
の
ペ
ー
ス
も
従
来
予
想
よ
り

速
ま
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
後
者

は
、
日
銀
の
国
債
買
い
入
れ
が
減
少
す
れ

ば
、
そ
の
分
、
市
場
参
加
者
が
保
有
す
る

国
債
が
増
加
し
、
日
銀
の
安
定
的
な
保
有

分
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
国
債
市
場
の
需

給
が
不
安
定
に
な
る
懸
念
が
市
場
で
高
ま

る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
に
⑶
に
関
連
し
、
財
政
拡
張
へ
の

懸
念
が
市
場
の
見
方
と
し
て
強
ま
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
高
市
政
権
の
「
責
任
あ

る
積
極
財
政
」「
骨
太
の
方
針
」
を
巡
り
、

国
債
増
発
・
財
政
悪
化
の
懸
念
が
高
ま
る

こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
三
つ
の
要
因
の
中
で
、
特
に
懸
念

さ
れ
る
の
は
、
上
記
の
⑴
と
⑶
で
あ
ろ

う
。
⑴
と
⑶
に
つ
い
て
、大
和
総
研
［
注
４
］

で
は
、
１
６
５
円
／
ド
ル
を
超
え
る
と
企

業
の
価
格
転
嫁
が
急
激
に
積
極
化
し
、
円

安
に
よ
る
物
価
押
し
上
げ
効
果
が
拡
大
す

る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
状
態
が

続
く
と
金
融
引
き
締
め
が
遅
れ
、
物
価
上

昇
に
歯
止
め
が
利
か
な
く
な
る
「
ビ
ハ
イ

ン
ド
・
ザ
・
カ
ー
ブ
」（
中
央
銀
行
の
金

融
政
策
が
イ
ン
フ
レ
や
景
気
の
変
化
に
追

い
付
か
ず
、後
手
に
回
っ
て
し
ま
う
状
態
）

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
る
。
今
年
の
７
月
に
円
が
一
時
１
ド
ル

=

１
６
３
円
超
へ
下
落
し
た
後
、
７
月
31

日
に
28
年
ぶ
り
［
注
５
］
と
な
る
日
米
協

調
介
入
（
米
財
務
省
が
ユ
ー
ロ
売
り
・
円

買
い
で
参
加
）
を
実
施
し
た
。
た
だ
し
、

介
入
の
目
的
は
あ
く
ま
で
相
場
安
定
で
あ

り
、
円
安
基
調
の
方
向
転
換
で
は
な
い
こ

と
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

前
述
の
大
和
総
研
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、

上
記
の
タ
ー
ム
・
プ
レ
ミ
ア
ム
と
円
安
圧

力
の
双
方
を
抑
制
す
る
た
め
の
中
長
期
的

な
政
策
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
示

唆
）
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
財
政
面
は

需
要
喚
起
策
を
控
え
て
歳
出
抑
制
で
国
債

発
行
依
存
度
を
下
げ
る
こ
と
、
次
に
金
融

面
は
イ
ン
フ
レ
に
応
じ
た
利
上
げ
姿
勢
を

示
す
こ
と
の
二
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
の
政
策
を
実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
、

中
長
期
に
「
円
安⇒

財
政
拡
張⇒

円
安
」

の
悪
循
環
が
続
く
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
が
続
け
ば
、
財
政
状
況
が
急
速

に
悪
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
よ
う
。
ま
た
円
安
基
調
の
転
換
に

は
、
根
本
的
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向

上
な
ど
日
本
経
済
の
成
長
力
を
総
合
的
に

高
め
る
政
策
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
現
在
の

長
期
金
利
上
昇
が
先
行
し
て
示
す
リ
ス
ク

へ
の
早
め
の
政
策
対
応
が
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
８
月
19
日
執
筆
）

静岡県出身。1990年慶応義塾大学法学部卒業。
大和総研入社。企業調査部、経営コンサルティング部、
大蔵省財政金融研究所（1998～2000年）出向など
を経て現職（金融調査部 主席研究員）。専門は金融・資本市場、金融機関経営、
地域経済、グローバルガバナンスなど。主な著書・論文に『地銀の次世代ビ
ジネスモデル』2020年5月、共著（主著）、『FinTechと金融の未来～
10年後に価値のある金融ビジネスとは何か？～』2018年4月、共著（主
著）、『JAL再生 高収益企業への転換』日本経済新聞出版、2013年1月、共著。

「第３次袋井市総合計画」審議会委員。IAASB CAG（国際監査・保証基準審
議会 諮問・助言グループ）委員（2005～2014年）。日本証券経済研究所

「証券業界とフィンテックに関する研究会」（2017年）。

■コラム／ 内野　逸勢
　　　　　 うちの・はやなり

［
注
１
］
日
本
相
互
証
券
「
主
要
年
限
レ
ー
ト
」

（
２
０
２
６
年
８
月
18
日
最
終
閲
覧
）

https://w
w

w
.bb.jbts.co.jp/ja/historical/

m
ain_rate.htm

l

［
注
２
］
財
務
省
「
国
際
金
利
情
報 

過
去
の
金

利
情
報
（
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）
～
）」

（
２
０
２
６
年
８
月
18
日
最
終
閲
覧
）

https://w
w

w
.m

of.go.jp/jgbs/reference/
interest_rate/index.htm

［
注
３
］日
本
銀
行　

企
画
局
、金
融
市
場
局「
日

本
銀
行
に
よ
る
国
債
買
入
れ
減
額
の
国
債
市
場

へ
の
影
響
」
日
銀
レ
ビ
ュ
ー
（
２
０
２
６
年
８

月
）、
Ｐ
．
２

［
注
４
］
久
後 

翔
太
郎
、
中
村 

華
奈
子
「『
責

任
あ
る
積
極
財
政
』
下
で
進
む
長
期
金
利
上
昇
・

円
安
の
背
景
と
財
政
・
金
融
政
策
へ
の
示
唆
」

大
和
総
研
レ
ポ
ー
ト
（
２
０
２
５
年
12
月
11
日
）

［
注
５
］
日
米
協
調
介
入
に
つ
い
て
は
、
東
日
本

大
震
災
に
伴
う
円
高
を
抑
え
る
た
め
２
０
１
１

年
に
円
売
り
協
調
介
入
し
た
が
、
今
回
の
よ
う

な
円
買
い
を
伴
う
協
調
介
入
で
は
山
一
証
券
な

ど
の
破
綻
で
金
融
危
機
に
揺
れ
た
１
９
９
８
年

以
来
と
な
る
。

サービス
コラム

トレンド通信
直近の日本の長期金利急上昇が示す

政策への懸念
 株式会社大和総研  金融調査部  主席研究員　内野　逸勢
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自
分
で
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、
僕
は
か

な
り
の
せ
っ
か
ち
で
す
。
若
い
頃
か
ら
、
人

の
話
を
聞
い
て
い
て
も
、
つ
い
「
で
、
結
論

は
何
な
の
？
」
と
先
を
急
ぎ
た
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
理
由
は
い
い
か
ら
、
ま
ず
は
答

え
を
教
え
て
ほ
し
い
―
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
れ
っ
て
、
法
律
の
世

界
で
は
よ
く
あ
る
伝
え
方
で
も
あ
り
ま
す
よ

ね
。
結
論
か
ら
入
り
、
そ
の
後
に
理
由
を
述

べ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
。
僕
自
身
も
、
修
業

時
代
に
そ
れ
を
叩
き
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
仕
事
の
書
面
で
は
自
然
と
そ
の
順

序
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

僕
の
文
章
を
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
方
な
ら
、

「
あ
あ
、
き
っ
ぱ
り
し
て
る
な
」
と
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
そ
れ
が
常
に
良
い
か
と
い
う
と
、
最

近
は
少
し
違
う
よ
う
に
も
思
う
の
で
す
。
と

い
う
の
も
、
日
常
の
会
話
や
人
と
の
や
り
と

り
の
中
で
は
、
必
ず
し
も
結
論
が
最
初
に
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
話
し

な
が
ら
考
え
を
整
理
し
て
い
る
人
が
多
い
。

考
え
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
声

に
出
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
そ
こ
で
「
結

論
を
く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、

話
す
側
と
し
て
は
「
ち
ゃ
ん
と
ま
と
め
な
き
ゃ

い
け
な
い
」
と
急
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
僕
自
身
、忙
し
さ
に
追
わ
れ
る
あ
ま
り
、「
話

が
長
い
な
」
と
感
じ
た
り
、「
要
点
だ
け
言
っ

て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
」
と
思
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
そ
れ
っ
て
、
相
手
の

思
考
の
過
程
や
迷
い
を
飛
び
越
え
て
、
自
分

の
理
解
し
や
す
い
形
だ
け
を
求
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
確
か
に
、

結
論
が
先
に
あ
る
と
話
は
わ
か
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
全
体
の
構
造
も
頭
に
入
り
や
す
く
な

り
、
無
駄
が
省
け
る
よ
う
な
気
に
も
な
り
ま

す
。
で
も
、
思
考
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
そ

ん
な
に
合
理
的
で
も
直
線
的
で
も
な
い
。
と

き
に
は
矛
盾
や
曖
昧
さ
を
抱
え
た
ま
ま
、
ぐ

る
ぐ
る
と
巡
る
も
の
で
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
僕
は
最
近
、
結
論
を
急
が

な
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
完
全
に
は

で
き
ま
せ
ん
。
つ
い
、
話
の
途
中
で
「
要
す

る
に
こ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
」
と
ま
と
め

た
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
自
分
に
気
づ

い
て
は
、
ま
た
反
省
す
る
日
々
で
す
。
で
も
、

人
の
話
を
最
後
ま
で
聞
き
切
る
こ
と
、
そ
の

結 論を急がないという選 択
ゆらぎの隙間  令和8年 10月号

コラム／
島田法律事務所 弁護士
島田　直行

人
な
り
の
思
考
の
道
筋
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、

自
分
の
意
見
を
持
つ
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
大

事
な
姿
勢
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

特
に
立
場
が
上
に
な
る
と
、
自
分
が
結
論
を
急

ぐ
こ
と
で
、
無
意
識
の
う
ち
に
相
手
の
考
え

る
自
由
や
表
現
の
余
地
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
に
、
自
分
の
態
度
や
言
葉
遣
い
に
は
、

よ
り
注
意
を
払
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
、
結
論
な
ん
て
、
あ
る
よ

う
で
い
て
、
な
い
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
と
き
に
は
、
白
黒
は
っ
き
り
さ
せ
な

い
ま
ま
、
そ
の
揺
ら
ぎ
を
そ
の
ま
ま
受
け
止

め
る
勇
気
も
必
要
で
す
。
特
に
、
組
織
の
中

で
人
と
関
わ
っ
て
い
く
場
面
で
は
、
そ
う
い
っ

た
複
雑
さ
に
ど
う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
何
で
も
割
り
切
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
割
り
切
れ

な
い
も
の
の
中
に
こ
そ
、
そ
の
人
ら
し
さ
や
、

関
係
の
深
さ
が
宿
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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体験コース

8月20日（木）

（株）シマヤ（味噌づくり体験）
　まずは味噌に関するクイズからスタート！子どもも大人も
味噌について知識を深めた後、味噌づくりに挑戦した。
　ほとんどの親子が初めての体験だったが、
協力しながら楽しく仕込んでいた。参加者から
は、『味噌作り体験が楽しかった』、『発酵させ
る時間が楽しみです』等の声があがった。　
いけす和食処寿司やすで昼食　
ＪＲ貨物
　新駅舎で概要説明を受けた後、バスで広大
な敷地内へ移動。「コンテナ説明」「フォークリ
フト乗車体験」「ハイブリッド機関車見学」の3
グループに分かれ、ローテーションで体験！
　フォークリフト体験では実際に爪を上下に操
作するなど、普段は立ち入れない特別なエリア
で、子どもも大人も大興奮のひとときとなった。

水素エネルギー学習コース

8月21日（金）

(株)トクヤマ
　会社の概要と製品について説明を受けたあと、水素について学び、
オルゴールを鳴らす発電実験に取り組んだ。
　そのあとバスに乗り、迫力ある工場内を見学した。途中、バスを
降りてヘルメットをかぶり、原料となる塩山へ足を踏み入れた。　
シーホースで昼食　
水素ステーション
　周南市水素学習室で水素についてわかりやすい
説明を受けたあと、水素により光がつく発電実験を行った。
　そのあと屋外にある水素ステーションで、水素を車に充填する
説明を受けている時に、トヨタミライに乗った利用者の方が来て、
実際に燃料である水素を満タンに入れる様子を見学することが
でき、子供も親も興味津々だった。

親子で
力を合わせて、
初めての味噌づくり

に挑戦

㈱トクヤマにて
発電実験

水素自動車
トヨタミライを
間近に見学

本物の迫力！
ドキドキの

フォークリフトの
操作体験

全員で
ハイブリッド機関車
に乗って記念撮影
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　「小さな親切」運動新南陽支部総会・実行章贈呈式を昨年に引き続
き開催した。
　総会に先立ち、実行章贈呈式が執り行われた。病気や事故などで髪
の毛を失った子どもたちの医療用ウィッグ制作に役立てるため髪を寄
付する「ヘアドネーション」に取り組まれた、周南市内の小学校に通う
小学生３名に実行章が贈られた。総会では令和7年度の事業報告書・
収支決算、令和8年度事業計画（案）・収支予算（案）、役員改選につい
て承認された。

令和8年度実行章受賞者のみなさま

＊金永 結音 さん（桜木小学校５年）
　幼少期に姉がヘアドネーションをする姿を見て髪を伸ば
し始め、今回の寄付は２回目となる。「３回目も提供したい」
と次回への意欲も見せている。
　
＊井上 咲蘭 さん（菊川小学校６年）
　新聞でヘアドネーションを知り、日頃から地域のために活動する
祖父母の姿にも影響を受け、「自分も人助けがしたい」という思い
から、長い時間をかけ、丁寧に髪を伸ばしてこられた。
　
＊大門 祈愛 さん（富田西小学校５年）
　３年前に初めてヘアドネーションに協力された際、その活動が新聞
記事として紹介された。それがきっかけとなり、学校の友人たちにも取
り組みの輪が広がった。「この活動をもっと広めたい」と、再度ヘアド
ネーションをすることを目標に手入れを重ね、髪を伸ばしてこられた。

第37回

新南陽支部総会・実行章贈呈式＆記念講演会
「小さな親切」運動

▲記念講演会の様子

▲山本あずさ講師

▲総会の様子

▲三浦支部長挨拶
　（総会にて）

　総会終了後、新南陽商工会議所との共催で記念講演会を開催。
　栄養士・食育講師として活動されている山本あずさ氏を講師に
お招きし、「大人の食育のススメ～今日からできる食のヒント～」を
テーマにご講演いただいた。子どもの食育に携わる中で見えてきた
今の食の現状と、大人だからこそ知っておきたい食との向き合い方
について話を聞き、自分の生活を振り返る貴重な機会となった。

記念講演会

8/26
（水）

「大人の食育のススメ」
　　　　   　～今日からできる食のヒント～

※左から金永結音さん、井上咲蘭さん、大門祈愛さん

だいもん    の  あ

いのうえ    さくら

かねなが    ゆのん

27



No.413  2026.10

28

編
集

・
発

行
　

新
南

陽
商

工
会

議
所

　
〒

7
4
6
−

0
0
1
7
 山

口
県

周
南

市
宮

の
前

二
丁

目
6
番

1
3
号

　
☎

 0
8
3
4
(6

3
)3

3
1
5
　

F
A

X
 0

8
3
4
(6

3
)8

3
9
7
　

E
-m

a
il : in

fo
@

s-c
c
i.o

r.jp
　

h
ttp

s://w
w

w
.s-c

c
i.o

r.jp
/　

令
和

８
年

１
０

月
１

日
発

行

新南陽商工会議所 中小企業相談所
TEL：0834-63-3315

ご予約は
こちらまで

ご相談は予約制となります。
あらかじめ下記までお申込みいただきますようよろしくお願いいたします。

新型コロナウイルス感染症等の影響や最低賃金引上げ、エネルギーその他の物価高騰等
の対応、デジタル化、インボイス制度導入等に関する様々な相談に対応いたします。

日 程 専　門　家
10月05日（月）

15日（木）
27日（火）

0月07日（火）

税　 　理　 　士
税　 　理　 　士
税　 　理　 　士
税　 　理　 　士

日 程 専　門　家
1月16日（火） 社会保険労務士

日 程 専　門　家
1月19日（金） ウェブコンサルタント

専門家無料個別相談会
場所：新南陽商工会議所　時間：13：00 〜 16：00




